
ちびっこずもう泉南場所が市民体育館において開催され、小学１年から６年

生までの児童383名（男子335名女子48名）が優勝めざして熱戦を繰り広げまし

た。

大会は、学年ごとに２つの土俵に分かれて戦うトーナメント形式で行われ、

簡易まわしをつけたちびっこ力士たちが力強い取り組みを披露しました。勝ち

名乗りを受けてガッツポーズをする勝者、がっくりと肩を落とす敗者、両者の

思いが伝わってくるようでした。また、実力の拮抗した長期戦ともなると東西

の応援席からは大声援が送られ、ちびっこ力士たちの背中を後押し。トーナメ

ントも終盤を迎える頃には好取組が続出し、会場からの大きな拍手が両者に送

られていました。 （11月５日）
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法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
で
は
、「
人
権
デ
ー
」
を
最
終
日
と
す
る

１
週
間
（
12
月
４
日
〜
12
月
10
日
）
を
人

権
週
間
と
定
め
、
関
係
機
関
の
協
力
の
下

に
「
世
界
人
権
宣
言
」
の
意
義
を
訴
え
る

と
と
も
に
、
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚

の
た
め
の
啓
発
活
動
を
全
国
的
に
実
施
し

て
い
ま
す
。

今
日
ま
で
、
女
性
・
子
ど
も
・
高
齢

者
・
障
害
の
あ
る
人
・
同
和
問
題
等
、

様
々
な
人
権
課
題
の
解
決
に
向
け
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
し
か

し
、
最
近
、
物
質
的
な
豊
か
さ
の
み
を
追

い
求
め
、
心
の
豊
か
さ
を
は
ぐ
く
む
こ
と

に
関
心
を
持
た
な
い
風
潮
や
、
他
人
へ
の

思
い
や
り
の
心
が
薄
れ
、
自
己
の
権
利
の

み
を
主
張
す
る
傾
向
な
ど
が
見
受
け
ら
れ
、

こ
の
よ
う
な
状
況
が
、
様
々
な
人
権
侵
犯

事
案
を
発
生
さ
せ
る
大
き
な
要
因
と
な
っ

て
い
ま
す
。

平
成
14
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た
「
人
権

教
育
・
啓
発
に
関
す
る
基
本
計
画
」
は
、

国
民
の
一
人
一
人
が
人
権
尊
重
の
理
念
を

正
し
く
理
解
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
指
摘

す
る
と
と
も
に
、
生
命
の
尊
さ
・
大
切
さ

や
、
自
己
が
か
け
が
え
の
な
い
存
在
で
あ

る
と
同
時
に
他
人
も
か
け
が
え
の
な
い
存

在
で
あ
る
こ
と
、
他
人
と
の
共
生
・
共
感

の
大
切
さ
を
真
に
実
感
で
き
る
よ
う
な
啓

発
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
ま

す
。
今
ま
さ
に
、「
思
い
や
り
の
心
」
と

「
か
け
が
え
の
な
い
命
」
を
大
切
に
す
る
こ

と
を
国
民
一
人
一
人
の
心
に
訴
え
る
啓
発

活
動
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
大
阪
法
務

局
と
大
阪
府
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

本
年
の
人
権
週
間
に
は
、
下
記
の
16
項
目

を
強
調
事
項
に
定
め
、
国
民
一
人
一
人
が

主
体
的
に
豊
か
な
人
権
意
識
を
育
て
て
い

く
よ
う
な
啓
発
活
動
を
積
極
的
に
実
施
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

３

泉
南
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
泉
南
市
人

権
啓
発
推
進
協
議
会
・
泉
南
市
人
権
擁
護

委
員
会
・
泉
南
市
人
権
協
会
な
ど
を
中
心

に
、「
人
権
週
間
」
に
因
ん
だ
各
種
啓
発
活

動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き
＝
12
月
10
日
豸
午
後
１
時
半
〜
４

時
（
１
時
開
場
）

▼
と
こ
ろ
＝
文
化
ホ
ー
ル

▼
内
容
＝
◇
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
　
和
太
鼓
集

団
「
ど
ん
ど
鼓こ

」
◇
語
り
　
杉
本
す
ぎ
も
と

大
士
だ
い
し

さ

ん
（
姫
路
ひ
め
じ

・
太
鼓
屋

た
い
こ
や

六
右
衛
門

ろ
く
え
も
ん

十
八
代
目

じ
ゅ
う
は
ち
だ
い
め

）

◇
演
奏
　
太
鼓
集
団
「
潮
う
し
おUshio

」（
岬
町
）

▼
定
員
＝
500
名

▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
テ
ー
マ
・
講
師
＝
左

表
の
と
お
り

縒【人権週間街頭啓発】
▼とき・ところ　12月1日貊　午前7時から市内4駅で　
午後4時からイオンりんくう泉南ＳＣで

縱【人権作品展】
市内保育所、幼稚園、小・中学校の子どもたちの作品
識字教室の皆さんの作品
▼とき 11月30日貅～12月6日貉　午前10時～午後10時　
▼ところ イオンりんくう泉南ＳＣ2階イオンホール

縟【心の響きコンサート】
チェロ演奏　斉藤

さいとう

航
わたる

さん、アルパ演奏　上之山
うえのやま

幸代
さちよ

さん
▼とき 12月3日豸　午後2時～3時半
▼ところ イオンりんくう泉南ＳＣ2階イオンホール

縉【特設人権相談】
▼とき 12月5日貂・6日貉の各日午後2時～4時　
▼ところ 水道庁舎一階　人権推進部相談室　
▼内容 人権擁護委員が相談に応じます　
▼費用 無料
▼その他　秘密は厳守されます

縡～縉についての問合せ　人権推進課（内線270）

縋【泉南市人権協会・泉南市人権擁護委員会　合同出張相談】
▼とき・ところ
①12月2日貍 イオンりんくう泉南ＳＣ2階イオンホール
②12月7日貅 樽井公民館3階控室
③12月8日貊 西信達公民館2階会議室
④12月13日貉　新家公民館2階会議室
⑤12月14日貅　信達公民館1階講座室
（時間はいずれも午前10時～午後4時半）
▼相談内容
◇就労支援　
障がい者、母子家庭の母親、中高年齢者や若年者の就労困難な方
◇進路支援　経済的理由等により就学が困難な方
◇人権相談　人権侵害を受けた方
◇総合生活相談 生活上の様々な困難を抱えた方
▼費用　無料
▼その他 秘密は、厳守されますので、安心してご相談ください
▼問合せ 泉南市人権協会　薀485-1401、人権推進課（内線270）

人権週間の泉南市でのその他取り組み

縡
【
人
権
週
間
市
民
の
集
い
】

★
体
験
！
発
見
！
人
権
！

とき・ところ 

① 
12月9日貍 
午後1時半～4時 
樽井小学校 
 
 

【実演・講演】 
伝えたい！食肉産業を通して 
～さばきの実演「食肉の技」～ 
講師 音野修平さん 

② 
12月9日貍 
午後1時半～4時 
古代史博物館 
 

【参加型ワークショップ】 
あなたがつくる「市民の集い」 
～人権のまちづくりへのスタート～ 
講師 岡田耕治さん 

③ 
12月9日貍 
午後1時～4時 
信達公民館 
 

【講演・ミニ太鼓づくり】 
みんなが幸せに生きていくために 
～かわ・皮・皮革～ 
講師　渡邊 実さん 

テーマ・講師 

おとの　しゅうへい 

おかだ　こうじ 

わたなべ　みのる 

かわ 

直通　薀480-2855

★
太
鼓
の
響
き
は
「
命
」
の
鼓
動
！

2006.12/4～10
第58回人権週間

２

今月の主な内容

記事中の問い合わせ
内線番号が書かれたものは、
市役所（薀483-0001）へ
その他については、下記へ

消防本部
上下水道部（上水道）

（下水道）
清掃課
保健センター
市民体育館
文化ホール
図書館
青少年センター
人権ふれあいセンター
樽井公民館
新家公民館
信達公民館
西信達公民館
あいぴあ泉南
古代史博物館
人権推進部

薀4 8 5－0 1 1 9
薀4 8 2－6 5 5 1
薀4 8 2－5 0 0 5
薀4 8 3－5 8 7 5
薀4 8 2－7 6 1 5
薀4 8 2－1 0 0 0
薀4 8 2－7 7 6 7
薀4 8 2－7 7 6 6
薀4 8 4－3 5 0 0
薀4 8 3－6 4 4 7
薀4 8 3－4 3 6 1
薀4 8 3－9 3 1 4
薀4 8 3－9 2 6 4
薀4 8 3－9 2 7 0
薀4 8 5－0 7 0 7
薀4 8 3－6 7 8 9
薀4 8 0－2 8 5 5

泉南市の人口（10月末現在）
人　口‥‥‥66,098人
男‥‥‥‥32,134人
女‥‥‥‥33,964人

世帯数‥‥‥24,376世帯

「広報せんなん」をホームページで

閲覧できます。

アドレス:http://www.city.sennan.

osaka.jp/jyoukan/kouhou/
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国
際
連
合
は
、
１
９
４
８
年
（
昭
和
23
年
）
12
月
10
日
の
第
３
回
総
会
に
お
い
て
、

世
界
に
お
け
る
自
由
、
正
義
及
び
平
和
の
基
礎
で
あ
る
基
本
的
人
権
を
確
保
す
る
た
め
、

す
べ
て
の
人
民
と
す
べ
て
の
国
と
が
達
成
す
べ
き
共
通
の
標
準
と
し
て
、
世
界
人
権
宣

言
を
採
択
し
た
の
に
続
き
、
１
９
５
０
年
（
昭
和
25
年
）
12
月
４
日
の
第
５
回
総
会
に

お
い
て
は
、
世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
日
で
あ
る
12
月
10
日
を
「
人
権
デ
ー
」
と

定
め
、
す
べ
て
の
加
盟
国
及
び
関
係
機
関
が
、
こ
の
日
を
祝
賀
す
る
日
と
し
て
、
人
権

活
動
を
推
進
す
る
た
め
の
諸
行
事
を
行
う
よ
う
、
要
請
す
る
決
議
を
採
択
し
ま
し
た
。

○
育
て
よ
う

一
人
一
人

の
人
権
意
識
〜
思

い
や
り
の
心
・
か
け
が
え
の
な
い
命
を
大
切

に
〜
（
平
成
18
年
度
啓
発
活
動
重
点
目
標
）

○
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

○
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

○
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
よ
う

○
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と
平
等
を
実

現
し
よ
う

○
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

○
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を
深
め
よ
う

○
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

○
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
等
に

対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

○
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す
る
偏
見

を
な
く
そ
う

○
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権
に
配
慮

し
よ
う

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人
権
侵
害

は
止
め
よ
う

○
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な
く
そ
う

○
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

○
性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な

く
そ
う

○
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に
対

す
る
認
識
を
深
め
よ
う

～泉南市でも様々な取り組みを行います～

▲太鼓集団「潮Ushio」



ラ
ン
プ
ワ
ー
ク
作
家
の
人
達
と

ガ
ラ
ス
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
作
り

ま
す
。
素
朴
な
古
墳
時
代
の
も
の

か
ら
現
代
の
も
の
ま
で
、
そ
の
ワ

ザ
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
▼
と

き
＝
平
成
19
年
１
月
28
日
豸
午
後

１
時
〜
４
時
▼
と
こ
ろ
＝
古
代
史

博
物
館
▼
対
象
＝
市
内
在
住
の

小
・
中
学
生
（
小
学
３
年
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
）
▼
定
員
＝
20
名

（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
参
加

費
＝
500
円
（
保
険
料
）
▼
申
込

み
＝
12
月
９
日
貍
午
前
９
時
半
〜

27
日
貉
午
後
４
時
半
の
期
間
に
古

代
史
博
物
館
へ
来
館
の
上
、
申
込

み
く
だ
さ
い
▼
問
合
せ
＝
古
代
史

博
物
館
薀
483
６
７
８
９

イ
オ
ン
と
食
べ
物
の
関
係
に
つ

い
て
、
楽
し
く
体
験
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
▼
と
き
＝
平
成
19
年
１
月

６
日
貍
午
前
10
時
〜
正
午
▼
と
こ

ろ
＝
樽
井
公
民
館
▼
対
象
＝
小
学

３
年
生
〜
６
年
生
の
児
童
と
そ
の

保
護
者
、
き
ょ
う
だ
い
（
見
学
の

み
は
不
可
）
▼
内
容
＝
イ
オ
ン
と

食
べ
物
〜
食
べ
物
か
ら
環
境
を
考

え
る
〜
▼
費
用
＝
１
名
に
つ
き
100

円
（
材
料
費
）
▼
定
員
＝
50
名
▼

申
込
み
＝
12
月
19
日
貂
（
必
着
）

ま
で
に
ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ

ー
ル
で
住
所
、
参
加
者
全
員
の
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
電
話
番
号
、
性

別
、
年
齢
、
学
校
名
、
学
年
を
記

入
し
、
〒
５
９
０
・
０
５
２
１
泉

南
市
樽
井
６
・
11
・
16

樽
井
公

民
館
わ
く
わ
く
科
学
教
室
係
へ
薀

483
４
３
６
１
蕭
483
４
３
８
０
／e-

m
ail:tarui-k@

city.sennan.lg.jp

は
っ
ぴ
ぃ
Ｄ
Ａ
Ｙ
！

▼
と
き
＝
12
月
16
日
貍
午
前
10
時

〜
午
後
２
時
▼
と
こ
ろ
＝
一
丘
幼

稚
園
▼
対
象
＝
就
学
前
の
子
ど
も

と
保
護
者
（
子
ど
も
だ
け
の
参
加

で
き
ま
せ
ん
）
▼
内
容
＝
▽
遊
び

の
部
屋
／
手
作
り
お
も
ち
ゃ
、
昔

遊
び
等
▽
ス
テ
ー
ジ
の
部
／
手
遊

び
、
子
育
て
劇
、
ダ
ン
ス
等
、
そ

の
他
子
育
て
に
役
立
つ
様
々
な
機

関
の
情
報
も
あ
り
ま
す
。
い
つ
で

も
ご
自
由
に
参
加
く
だ
さ
い
▼
問

合
せ
＝
子
育
て
支
援
課
（
内
線
281
）、

指
導
課
（
内
線
359
）

保
育
所
（
園
）
や
幼
稚
園
に
通

っ
て
い
な
い
方
、
親
子
で
遊
び
に

き
ま
せ
ん
か
。
▼
と
き
＝
笊
笆
12

月
５
日
貂
、
平
成
19
年
１
月
９
日

貂
笳
笘
12
月
19
日
貂
、
平
成
19
年

１
月
16
日
貂
笙
12
月
12
日
貂
、
26

日
貂
、
平
成
19
年
１
月
９
日
貂
、

23
日
貂
笞
12
月
７
日
貅
、
21
日
貅
、

平
成
19
年
１
月
18
日
貅
▼
保
育
所

名
・
連
絡
先
＝
笊
信
達
保
育
所
薀

483
４
６
４
２
笆
樽
井
保
育
所
薀
482

０
０
７
４
笳
浜
保
育
所
薀
484
２
６

６
０
笘
鳴
滝
第
一
保
育
所
薀
483
４

０
４
１
笙
ち
び
っ
こ
広
場
（
鳴
滝

第
２
保
育
所
内
の
遊
戯
室
、
所
庭
）

薀
484
３
３
７
１
笞
コ
コ
ア
ン
ジ
ュ

新
家
薀
484
０
１
９
０
▼
開
放
時

間
＝
笊
〜
笙
午
前
10
時
〜
11
時
半

笞
午
後
１
時
半
〜
３
時
▼
問
合

せ
＝
子
育
て
支
援
課
（
内
線
281
）

▼
と
き
＝
笊
12
月
８
日
貊
笆
15
日

貊
午
前
10
時
〜
11
時
半
（
雨
天
実

施
）
▼
と
こ
ろ
＝
笊
青
少
年
セ
ン

タ
ー
（
駐
車
場
な
し
）
笆
市
民
体

育
館
（
駐
車
場
有
）
▼
対
象
＝
就

学
前
の
子
ど
も
と
保
護
者
▼
内

容
＝
笊
歌
、
手
遊
び
、
ペ
ー
プ
サ

ー
ト
、
親
子
で
の
遊
び
等
笆
歌
、

手
遊
び
、
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
、
運
動

遊
び
、
親
子
で
の
遊
び
等
▼
持
ち

物
＝
上
靴
、
着
替
え
、
お
茶
等
▼

申
込
み
＝
不
要
▼
問
合
せ
＝
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ひ
だ
ま
り
」

薀
484
３
３
７
１

身
体
を
動
か
し
て
、
親
子
・
友

だ
ち
同
士
の
遊
び
を
楽
し
み
ま
し

ょ
う
。
▼
と
き
＝
12
月
22
日
貊

（
毎
月
第
４
金
曜
日
）
午
前
10
時
〜

11
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
り
ん
く
う
体

育
館
（
駐
車
場
有
）
▼
対
象
＝
３

歳
児
（
平
成
14
年
４
月
２
日
〜
平

成
15
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
の
子

ど
も
と
そ
の
保
護
者
（
き
ょ
う
だ

い
の
参
加
は
可
能
で
す
）
▼
内

容
＝
運
動
遊
具
を
使
っ
て
の
遊
び
、

集
団
遊
び
、
ふ
れ
あ
い
遊
び
等
▼

そ
の
他
＝
▽
上
靴
（
親
子
）、
着
替

え
、
お
茶
等
は
各
自
ご
持
参
く
だ

さ
い
▽
お
茶
以
外
は
飲
食
で
き
ま

せ
ん
▼
申
込
み
＝
不
要
▼
問
合

せ
＝
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ひ

だ
ま
り
」
薀
484
３
３
７
１

毎
月
第
２
土
曜
日
は
、
お
は
な

し
ひ
ろ
ば
の
日
。
子
ど
も
た
ち
と

本
と
の
出
会
い
の
場
を
作
り
ま
す
。

▼
と
き
＝
12
月
９
日
貍
午
後
２
時

半
〜
30
分
程
度
▼
と
こ
ろ
＝
図
書

館
２
階
視
聴
覚
室
▼
対
象
＝
４
歳

以
上
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
▼
定

員
＝
各
回
先
着
40
名
（
途
中
の
出

入
り
は
不
可
）
▼
参
加
費
＝
無
料

（
申
込
み
不
要
）
▼
そ
の
他
＝
第

１
・
３
土
曜
日
の
午
後
２
時
半
〜

30
分
程
度
、
同
場
所
に
お
い
て
紙

芝
居
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
拍
子
木
」
に

よ
る
紙
芝
居
が
あ
り
ま
す
（
０
歳

か
ら
入
場
可
。
申
込
み
不
要
）
▼

問
合
せ
＝
図
書
館
薀
482
７
７
６
６

５

「
ひ
だ
ま
り
」
の

出
前
保
育

「
さ
ん
・
さ
ん
広
場
」

で
遊
ぼ
う

冬
休
み
わ
く
わ
く

科
学
教
室

保
育
所
（
園
）
で

遊
び
ま
せ
ん
か

４
歳
以
上
は

土
曜
お
は
な
し
ひ
ろ
ば
へ

文
化
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

ガ
ラ
ス
で
ア
ク
セ
サ
リ
ー

泉
南
・
子
ど
も
と
お
と
な

の
わ
く
わ
く
夢
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ

親
子
で
樹
氷
を
見
つ
け
ま
せ
ん

か
。
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
青
少

年
の
皆
さ
ん
も
募
集
し
ま
す
。
▼

と
き
＝
平
成
19
年
１
月
27
日
貍
午

前
８
時
〜
午
後
５
時
▼
と
こ
ろ
＝

金
剛
山
▼
集
合
＝
市
民
体
育
館
▼

対
象
＝
市
内
の
小
学
１
年
生
〜
中

学
３
年
生
と
そ
の
保
護
者
（
小
学

３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）
と

15
歳
〜
25
歳
ま
で
の
青
少
年
▼
定

員
＝
小
・
中
学
生
と
保
護
者
50
名
、

青
少
年
20
名
（
多
数
の
場
合
は
抽

選
）▼
費
用
＝
230
円
（
保
険
料
を
含

む
）▼
指
導
＝
泉
南
市
体
育
指
導
委

員
協
議
会
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝

平
成
19
年
１
月
15
日
豺
午
後
５
時

（
必
着
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
か
E

メ
ー
ル
で
冬
山
探
検
隊
参
加
希
望
、

参
加
者
・
保
護
者
氏
名
（
ふ
り
が

な
）、
住
所
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

学
校
名
、
学
年
を
記
入
の
上
、
青

少
年
セ
ン
タ
ー
へ

▼
と
き
＝
平
成
19
年
１
月
13
日
貍

午
前
７
時
半
〜
午
後
５
時
半
▼
と

こ
ろ
＝
野
島
断
層
記
念
公
園
（
淡

路
市
）、
海
上
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
、
橋

の
科
学
館
（
神
戸
市
）▼
対
象
＝
市

内
の
小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

（
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同

伴
）▼
定
員
＝
50
名
（
多
数
の
場
合

は
抽
選
）▼
費
用
＝
小
学
生
500
円
、

中
学
生
550
円
、
保
護
者
１
千
円

（
入
館
料
）▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝

12
月
26
日
貂
午
後
５
時
（
必
着
）

ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
か
Ｅ
メ
ー
ル

で
、
地
震
探
検
隊
参
加
希
望
、
参

加
者
・
保
護
者
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

住
所
、
電
話
番
号
、
学
校
名
、
学

年
、
参
加
人
数
を
記
入
の
上
、
青

少
年
セ
ン
タ
ー
へ

ぐ
に
ゃ
凧
を
作
っ
て
お
正
月
の

空
に
あ
げ
よ
う
。
▼
と
き
＝
平
成

19
年
１
月
６
日
貍
午
前
10
時
〜
11

時
半
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ

ー
▼
対
象
＝
市
内
の
小
・
中
学
生

と
そ
の
保
護
者
▼
定
員
＝
20
名

（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
費
用
＝

150
円
（
材
料
費
）
▼
申
込
み
・
問

合
せ
＝
12
月
22
日
貊
午
後
５
時

（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
か

Ｅ
メ
ー
ル
で
、
ぐ
に
ゃ
凧
参
加
希

望
、
参
加
者
・
保
護
者
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
住
所
、
電
話
番
号
、
学

校
名
、
学
年
、
参
加
人
数
を
記
入

の
上
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

▼
と
き
＝
12
月
16
日
貍
午
後
１
時

半
〜
３
時
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ

ン
タ
ー
▼
対
象
＝
市
内
の
小
・
中

学
生
と
そ
の
保
護
者
（
小
学
３
年

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）▼
定
員
＝

20
名
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）▼
費

用
＝
100
円
（
材
料
費
）▼
申
込
み
・

問
合
せ
＝
12
月
11
日
豺
午
後
５
時

（
必
着
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
か
Ｅ

メ
ー
ル
で
、
マ
ジ
ッ
ク
教
室
参
加

希
望
、
参
加
者
・
保
護
者
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
住
所
、
電
話
番
号
、

学
校
名
、
学
年
、
参
加
人
数
を
記

入
の
上
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

▼
と
き
＝
平
成
19
年
１
月
13
日
貍

〜
３
月
17
日
貍
（
全
10
回
）
午
前
10

時
〜
11
時
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ

ン
タ
ー
▼
対
象
＝
市
内
の
小
学
１

〜
４
年
生
▼
定
員
＝
20
名
（
多
数
の

場
合
は
抽
選
）▼
費
用
＝
200
円
（
材

料
費
）▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
12
月

25
日
豺
午
後
５
時
（
必
着
）
ま
で
に

往
復
ハ
ガ
キ
か
E
メ
ー
ル
で
、
英

語
で
あ
そ
ぼ
う
参
加
希
望
、
参
加

者
・
保
護
者
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、

住
所
、
電
話
番
号
、
学
校
名
、
学
年

を
記
入
の
上
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

泉
南
子
ど
も
ゆ
め
活
動
実
行
委

員
会
で
は
、
泉
南
楽
し
い
な
読
み

聞
か
せ
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
12
月
16
日
貍
午
前
10
時

45
分
〜
12
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
青
少

年
セ
ン
タ
ー
▼
内
容
＝
詩
に
つ
い

て
（
朗
読
と
紹
介
）
▼
講
師
＝
い

ち
い
や
よ
こ
さ
ん
▼
対
象
＝
18
歳

以
上
の
方
で
、
読
み
聞
か
せ
を
し

た
い
方
▼
定
員
＝
20
名
▼
費
用
＝

無
料
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
電
話
、

E
メ
ー
ル
で
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

４

冬
山
探
検
隊
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

地
震
探
検
隊
〜
阪
神
・

淡
路
大
震
災
に
学
ぶ
〜

年

ン

タ

｜

青

少

セ

マ
ジ
ッ
ク
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か

読
み
聞
か
せ
講
習
会

を
開
催
し
ま
す

青
少
年
セ
ン
タ
ー
連
絡
先：

申
込
み
・
問
合
せ
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
Ｅ
メ
ー
ル
で
申
込
み
の
方

に
は
、
２
・
３
日
中
に
確
認
メ
ー
ル
を
送
り

ま
す
の
で
届
か
な
い
場
合
は
青
少
年
セ
ン
タ

ー
へ
。
〒
５
９
０
・
０
５
２
１
泉
南
市
樽
井

８
・
13
・
18

青
少
年
セ
ン
タ
ー
（e-m

ail：
seishonen-center@

city.sennan.
lg.jp

／
薀
484
３
５
０
０
蕭
482
５
４
２
５
）

ぐ
に
ゃ
凧
を
作
っ
て

あ
げ
よ
う

英
語
で
あ
そ
ぼ
う

広告掲載枠です。
内容については今月号広報せんなんをご覧ください。

広告掲載枠です。
内容については今月号広報せんなんをご覧ください。



平
成
19
年
の
新
年
互
礼
会
を
開

催
し
ま
す
。
多
く
の
市
民
の
皆
様

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
▼
と
き
＝
平
成
19
年
１
月
４

日
貅
午
前
11
時
（
10
時
半
受
付
開

始
）
〜
正
午
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ

あ
泉
南
大
会
議
室
▼
参
加
費
＝
無

料
▼
問
合
せ
＝
秘
書
課
（
内
線
302
）

旬
の
食
材
を
使
い
切
る

〜
お
い
し
い
冬
野
菜
を
使
っ
て
〜

身
近
な
こ
と
か
ら
環
境
問
題
を

考
え
、
実
践
へ
と
つ
な
げ
て
み
ま

せ
ん
か
。
▼
と
き
＝
笊
平
成
19
年

１
月
18
日
貅
笆
22
日
豺
笳
31
日
貉

の
午
前
10
時
〜
午
後
１
時
▼
と
こ

ろ
＝
樽
井
公
民
館
▼
講
師
＝
は
つ

ら
つ
尾
崎
地
域
活
動
栄
養
士
会

（
ラ
フ
・
ハ
ー
ト
）
の
皆
さ
ん
▼
持

ち
物
＝
エ
プ
ロ
ン
、
ふ
き
ん
、
三

角
巾
▼
定
員
＝
各
回
20
名
、
一
時

保
育
は
各
回
５
名
（
い
ず
れ
も
多

数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
費
用
＝
500

円
（
材
料
代
）
▼
そ
の
他
＝
２
月

に
は
旬
の
食
材
を
使
っ
た
簡
単
お

や
つ
作
り
、
３
月
に
は
残
り
物
を

活
か
し
た
料
理
を
テ
ー
マ
に
パ
ー

ト
２
、
パ
ー
ト
３
を
行
い
ま
す
▼

申
込
み
・
問
合
せ
＝
12
月
23
日
豢

（
必
着
）
ま
で
に
ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
、
希
望
日
、
住
所
、

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
電
話

番
号
（
保
育
を
希
望
す
る
方
は
保

育
希
望
と
明
記
し
、
子
ど
も
の
名

前
（
ふ
り
が
な
）、
性
別
、
生
年
月

日
も
）
を
〒
５
９
０
・
０
５
２
１

泉
南
市
樽
井
６
・
11
・
16

樽
井

公
民
館
環
境
問
題
実
践
講
座
係
へ

薀
483
４
３
６
１
蕭
483
４
３
８
０
／

e-m
ail:tarui-k@

city.sennan.lg.
jp▼

と
き
＝
12
月
26
日
貂
、
27
日
貉

の
午
後
１
時
〜
５
時
▼
と
こ
ろ
＝

譖
泉
南
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
▼
対
象
＝
泉
南
市
内
に
在
住
す

る
満
59
歳
〜
64
歳
で
両
日
と
も
出

席
で
き
る
方
▼
定
員
＝
10
名
（
多

数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
参
加
費
＝

無
料
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
12
月

18
日
豺
〜
22
日
貊
の
期
間
に
印
鑑

持
参
の
上
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
へ
薀
483
８
６
６
１

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
え
ん
ぱ
わ
め
ん
と

堺
／
Ｅ
Ｓ
が
、
幼
稚
園
児
へ
の
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
40
分
）
の
後
、

大
人
を
対
象
に
乳
幼
児
期
に
お
け

る
性
教
育
に
つ
い
て
の
話
を
し
ま

す
。
▼
と
き
＝
12
月
15
日
貊
午
前

９
時
半
〜
11
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
新

家
幼
稚
園
▼
定
員
＝
30
名
、
一
時

保
育
は
15
名
（
い
ず
れ
も
多
数
の

場
合
は
抽
選
）
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
12
月
11
日
豺
ま
で
に
電
話
か

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
指
導
課
へ

（
内
線
359
蕭
483
７
３
０
６
／e-m

ail:
sidou@

city.sennan.lg.jp

）

▼
と
き
＝
12
月
18
日
豺
午
前
10
時

〜
正
午
▼
と
こ
ろ
＝
樽
井
公
民
館

▼
対
象
＝
子
育
て
中
の
保
護
者
▼

内
容
＝
イ
ラ
ス
ト
と
言
葉
を
組
み

合
わ
せ
た
「
絵
こ
と
ば
」
作
家
、

た
か
い
た
か
こ
さ
ん
と
の
ワ
ー
ク

中
心
の
講
座
▼
定
員
＝
30
名
、
一

時
保
育
は
15
名
（
い
ず
れ
も
多
数

の
場
合
は
抽
選
）
▼
申
込
み
・
問

合
せ
＝
12
月
11
日
豺
ま
で
に
電
話

か
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
指
導
課

へ
（
内
線
359
蕭
483
７
３
０
６
／e-

m
ail:sidou@

city.sennan.lg.jp

）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
輪
（
和
）

を
一
緒
に
広
げ
ま
し
ょ
う
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
市
民
活
動
団
体
、
福

祉
施
設
等
の
活
動
発
表
や
PR
に
ご

活
用
く
だ
さ
い
。
▼
と
き
＝
平
成

19
年
３
月
11
日
豸
▼
と
こ
ろ
＝
あ

い
ぴ
あ
泉
南
▼
対
象
＝
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
、
市
民
活
動
団
体
、
福
祉
施

設
等
▼
内
容
＝
舞
台
、
体
験
、
展

示
即
売
、
飲
食
、
パ
ネ
ル
展
示
、

ミ
ニ
バ
ザ
ー
等
▼
参
加
費
＝
無
料

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
12
月
28
日

貅
ま
で
に
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
グ
ル

ー
プ
の
名
称
、
代
表
者
氏
名
、
住

所
、
電
話
番
号
、
参
加
内
容
を
明

記
の
上
、
社
会
福
祉
協
議
会
へ
薀

482
１
０
２
７
蕭
482
１
６
１
８

職
業
訓
練
の
内
容
を
広
く
社
会

に
認
識
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
施

設
や
訓
練
内
容
の
見
学
会
を
開
催

し
ま
す
。
▼
と
き
＝
笊
12
月
20
日

貉
午
後
１
時
半
〜
３
時
55
分
（
見

学
コ
ー
ス
）
笆
平
成
19
年
１
月
17

日
貉
午
後
１
時
半
〜
３
時
10
分

（
体
験
コ
ー
ス
）
▼
と
こ
ろ
＝
東
大

阪
高
等
職
業
技
術
専
門
校
▼
対

象
＝
入
校
希
望
者
等
▼
実
施
科

目
＝
機
械
科
、
金
属
加
工
科
、
電

気
施
工
科
、
自
動
車
整
備
科
▼
費

用
＝
無
料
▼
注
意
＝
笆
体
験
コ
ー

ス
は
申
込
み
が
必
要
で
す
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
東
大
阪
高
等
職
業

技
術
専
門
校
薀
０
７
２
・
９
６

４
・
８
８
３
６

▼
資
格
＝
昭
和
21
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
保
健
師
資
格
を
有
す

る
方
▼
職
務
内
容
＝
老
人
保
健
医

療
受
給
者
に
対
す
る
訪
問
指
導
と

そ
の
一
連
の
事
務
処
理
、
そ
の
他

老
人
保
健
医
療
に
係
る
事
務
▼
雇

用
期
間
＝
平
成
19
年
１
月
５
日
〜

３
月
31
日
（
勤
務
日
数
、
勤
務
時

間
等
に
つ
い
て
は
、
協
議
の
上
、

決
定
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
次
年

度
も
雇
用
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

▼
採
用
人
数
＝
１
名
▼
時
間
給
＝

１
７
２
９
円
▼
そ
の
他
＝
勤
務
日

数
等
に
よ
り
健
康
保
険
、
厚
生
年

金
、
介
護
保
険
に
加
入
し
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
▼
応
募
受

付
・
問
合
せ
＝
12
月
22
日
貊
ま
で

に
本
人
が
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

と
資
格
証
明
書
を
持
参
の
上
、
生

活
福
祉
課
へ
（
内
線
279
）

▼
資
格
＝
昭
和
46
年
４
月
２
日
〜

昭
和
63
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

で
、
100
袤
を
ク
ロ
ー
ル
で
２
分
以

内
に
泳
げ
る
方
（
学
生
不
可
）
▼

勤
務
日
＝
水
〜
日
曜
日
▼
勤
務
時

間
＝
①
午
前
９
時
〜
午
後
２
時
②

午
後
２
時
〜
８
時
（
①
②
を
隔
週

交
代
）
▼
募
集
人
員
＝
若
干
名
▼

試
験
日
＝
12
月
下
旬
（
予
定
）
▼

試
験
内
容
＝
泳
力
検
査
お
よ
び
面

接
▼
任
用
予
定
日
＝
平
成
19
年
１

月
初
旬
（
予
定
）
▼
申
込
み
・
問

合
せ
＝
12
月
１
日
貊
か
ら
配
布
す

る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
12
月
１
日
貊
〜
17
日
豸

（
休
館
日
を
除
く
）
に
サ
ン
エ
ス
温

水
プ
ー
ル
へ
薀
484
２
６
２
７

７

新
年
互
礼
会
に

ご
参
加
く
だ
さ
い

環
境
問
題
実
践
講
座

（
料
理
教
室
）
パ
ー
ト
１

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

正
月
飾
り
（
し
め
縄
）
講
習
会

た
か
い
た
か
こ
さ
ん
の
心
に

種
ま
き
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

泉
南
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
参
加
団
体
募
集

大
阪
府
立
東
大
阪
高
等

職
業
技
術
専
門
校
見
学
会

臨
時
職
員
（
保
健
師
）

を
募
集
し
ま
す

性
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

Ｓ
Ａ
Ｙ
（
性
・
生
）
の
会

サ
ン
エ
ス
温
水
プ
ー
ル

臨
時
的
任
用
職
員
募
集

ス
キ
ー
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
、
雪

遊
び
何
で
も
Ｏ
Ｋ
。
斑
尾
高
原
は

ボ
ー
ド
初
心
者
コ
ー
ス
に
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
常
駐
（
無
料
講
習
有

り
）、
小
学
６
年
生
ま
で
は
リ
フ
ト

代
が
無
料
で
す
。
▼
と
き
＝
笊
平

成
19
年
１
月
５
日
貊
〜
８
日
豢
笆

平
成
19
年
２
月
９
日
貊
〜
12
日
豢

笳
平
成
19
年
３
月
16
日
貊
〜
18
日

豸
▼
と
こ
ろ
＝
長
野
県
斑
尾
高
原

ス
キ
ー
場
▼
募
集
人
員
＝
35
名

（
申
込
順
、
15
名
に
満
た
な
い
場
合

は
中
止
す
る
場
合
あ
り
）
▼
費

用
＝
笊
笆
３
万
３
千
円（
傷
害
保
険
、

往
復
バ
ス
運
賃
、
２
泊
５
食
含
む
）

笳
２
万
８
千
円
（
1.5
泊
３
食
）
い
ず

れ
も
子
ど
も
は
一
泊
に
付
き
１
千

円
引
▼
レ
ン
タ
ル
＝
ス
キ
ー
、
ボ

ー
ド
、
ウ
エ
ア
の
紹
介
可
▼
注

意
＝
キ
ャ
ン
セ
ル
料
が
発
生
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
▼
主
催
＝
泉
南

市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ー
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
連
盟
▼
申
込
み
＝
連

盟
事
務
局
（
中
川

な
か
が
わ

）
へ
薀
０
９
０
・

３
９
２
３
・
１
２
０
１
▼
問
合

せ
＝
生
涯
学
習
課
（
内
線
247
）

劇
団
ポ
プ
ラ
の
歌
の
お
ね
え
さ

ん
と
楽
し
い
ト
ー
ク
や
ク
イ
ズ
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
▼
と
き
＝
12

月
24
日
豸
午
後
１
時
開
場
、
１
時

半
開
演
（
４
時
終
了
予
定
）
▼
と

こ
ろ
＝
文
化
ホ
ー
ル
▼
内
容
＝

数
々
の
童
謡
を
オ
リ
ジ
ナ
ル
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
お
贈
り
し
ま
す
。
サ
ン

タ
ク
ロ
ー
ス
か
ら
の
お
み
や
げ
も

あ
り
ま
す
▼
定
員
＝
505
名
（
申
込

順
）
▼
費
用
＝
100
円
▼
主
催
＝
泉

南
市
Ａ
Ｂ
Ｃ
委
員
会
▼
申
込
み
＝

12
月
14
日
貅
午
前
10
時
〜
正
午
、

入
場
整
理
券
を
図
書
館
入
り
口
で

配
付
（
そ
の
際
、
費
用
を
添
え
て

大
人
と
子
ど
も
の
人
数
、
連
絡
先

名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
）
▼
問

合
せ
＝
生
涯
学
習
課
（
内
線
217
）

羽
ば
た
け
21
世
紀
　
青
少
年
の

明
る
い
未
来
へ
！
を
テ
ー
マ
に
大

阪
府
警
察
音
楽
隊
と
泉
南
市
青
少

年
吹
奏
楽
団
に
よ
る
ジ
ョ
イ
ン
ト

コ
ン
サ
ー
ト
。
▼
と
き
＝
平
成
19

年
１
月
14
日
豸
午
後
１
時
半
開
場
、

２
時
開
演
▼
と
こ
ろ
＝
文
化
ホ
ー

ル
▼
入
場
料
＝
無
料
（
た
だ
し
、

入
場
整
理
券
が
必
要
）
▼
定
員
＝

500
名
▼
入
場
整
理
券
の
配
付
＝
12

月
11
日
豺
か
ら
生
涯
学
習
課
お
よ

び
文
化
ホ
ー
ル
で
配
布
▼
問
合

せ
＝
生
涯
学
習
課
（
内
線
253
）

泉
南
市
・
泉
南
市
教
育
委
員
会

で
は
、
成
人
記
念
祭
を
開
催
し
ま

す
。
皆
さ
ま
の
ご
出
席
を
心
よ
り

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
▼
と
き
＝

平
成
19
年
１
月
８
日
豢
午
前
９
時

受
付
、
10
時
開
式
▼
と
こ
ろ
＝
文

化
ホ
ー
ル
▼
対
象
＝
昭
和
61
年
４

月
２
日
〜
昭
和
62
年
４
月
１
日
に

生
ま
れ
た
方
（
対
象
の
方
に
は
12

月
中
旬
に
ハ
ガ
キ
で
通
知
し
ま
す
）

▼
そ
の
他
＝
当
日
は
混
雑
が
予
想

さ
れ
ま
す
の
で
、
自
動
車
で
の
ご

来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
▼
問
合

せ
＝
生
涯
学
習
課
（
内
線
252
）

大
阪
府
下
に
お
住
ま
い
の
新
成

人
の
ろ
う
あ
者
の
皆
様
を
ご
招
待

し
ま
す
。
▼
と
き
＝
平
成
19
年
１

月
14
日
豸
午
後
１
時
〜
４
時
▼
と

こ
ろ
＝
大
阪
府
谷
町
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
地
下
鉄
谷
町
線
「
谷
町
６
丁

目
」
下
車
徒
歩
５
分
▼
対
象
＝
新

成
人
（
昭
和
61
年
４
月
２
日
〜
昭

和
62
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
方
）

▼
内
容
＝
第
１
部
式
典
、
第
２
部

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
等
▼
参
加
費
＝

無
料
（
新
成
人
）
▼
主
催
＝
譖
大

阪
聴
力
障
害
者
協
会
・
大
阪
市
聴

言
障
害
者
協
会
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
住
所
、
氏

名
、
生
年
月
日
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
を

大
阪
聴
力
障
害
者
協
会
事
務
局

（
肥
田

ひ
だ

）
へ
薀
０
６
・
６
７
６
１
・

１
３
９
４
蕭
０
６
・
６
７
６
８
・

３
８
３
３

８
月
に
「
子
ど
も
手
作
り
紙
芝

居
教
室
」
を
受
講
し
た
子
ど
も
た

ち
の
作
品
の
発
表
会
と
紙
芝
居
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
「
拍
子
木
」
の
大
型

紙
芝
居
の
上
演
を
し
ま
す
。
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
▼
と
き
＝

12
月
17
日
豸
午
後
１
時
〜
３
時

（
作
品
展
示
は
午
前
10
時
〜
午
後
６

時
）
▼
と
こ
ろ
＝
イ
オ
ン
り
ん
く

う
泉
南
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

２
階
イ
オ
ン
ホ
ー
ル
▼
入
場
料
＝

無
料
▼
問
合
せ
＝
泉
南
市
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
薀
483
０
２
９
４

泉
南
市
Ａ
Ｂ
Ｃ
委
員
会
で
は
、

元
気
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
冬

の
夜
に
ほ
っ
と
す
る
場
を
提
供
し
、

ク
リ
ス
マ
ス
ム
ー
ド
を
盛
り
上
げ

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
▼

と
き
＝
12
月
11
日
豺
〜
25
日
豺
午

後
５
時
〜
９
時
（
点
灯
時
間
）
▼

と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
▼
募

集
＝
12
月
11
日
豺
午
後
１
時
半
か

ら
あ
い
ぴ
あ
泉
南
に
て
飾
り
付
け

を
し
ま
す
の
で
、「
私
も
！
僕
も
！

飾
り
付
け
を
し
た
い
！
」
と
い
う

方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
▼

そ
の
他
＝
見
学
の
た
め
の
路
上
駐

車
は
お
や
め
く
だ
さ
い
▼
問
合

せ
＝
商
工
労
働
課
（
内
線
583
）

６

第
３
回
紙
芝
居
ま
つ
り

ぼ
く
も
わ
た
し
も
紙
芝
居
屋
さ
ん

市
民
ス
キ
ー
ツ
ア
ー

平
成
19
年
成
人
記
念
祭
を

開
催
し
ま
す

ふ
れ
あ
い
メ
ロ
デ
ィ
ー

コ
ン
サ
ー
ト

今
年
も
あ
い
ぴ
あ
泉
南
で

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯

大
阪
ろ
う
あ
者

成
人
式
の
お
知
ら
せ

ク
リ
ス
マ
ス
会
「
童
謡
の
玉

手
箱
」
と
お
話
コ
ン
サ
ー
ト

広告掲載枠です。
内容については今月号広報せんなんをご覧ください。



で
も
税
法
上
で
の
障
害
者
控
除
の
対
象

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、

適
用
を
受
け
る
た
め
に
は
、
対
象
者
の

状
況
を
確
認
し
た
上
で
市
が
発
行
す
る

「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
介
護
課
（
内
線

541
）食

事
の
調
理
が
困
難
な
在
宅
の
高
齢

者
や
重
度
障
害
者
等
に
対
し
て
栄
養
の

バ
ラ
ン
ス
と
献
立
に
配
慮
し
た
食
事
を

訪
問
に
よ
り
週
３
回
（
火
、
水
、
金
）

の
昼
食
を
１
食
400
円
で
提
供
し
安
否
確

認
を
行
う
こ
と
に
よ
り
高
齢
者
等
の
在

宅
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
対
象
＝
単
身
高
齢
者
、
高
齢
者
の
み

の
世
帯
、
単
身
の
重
度
障
害
者
、
重
度

障
害
者
の
み
の
世
帯
等

▼
利
用
＝
地
区
民
生
委
員
・
児
童
委
員

と
担
当
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
訪

問
、
聞
き
取
り
を
し
て
、
配
食
審
査
会

で
決
定

▼
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
介
護
課
（
内
線

538
）

９

人権ふれあい 
センター内 
人権協会 

12月7日,14日貅 
午前9時15分～11時45分 
※申込みは実施日前日にお電話 
　で午前9:00から先着10人受付 

市役所別館2階 
商工労働課前 

商工労働課 
薀483-0001 
（内線583） 
商工労働課 
薀483-0001 
（内線583） 

市役所別館2階 
商工労働課前 

商工労働課 
薀483-0001 
（内線583） 

商工労働課 
薀483-0001 
（内線583） 

商工労働課 
薀483-0001 
（内線583） 

商工労働課 
薀483-0001 
（内線583） 

法律相談 

行政相談 
家庭児童 
　　相談室 
薀485-1586

知的障害者相談 

市役所 
子育て支援課 

市役所 
税務課 

市役所 
国民健康保険課 

子育て支援課 
薀483-0001 
（内線242） 

税務課 
薀483-0001 
（内線233） 
国民健康保険課 
薀483-0001 
（内線259） 

高齢障害介護課 
薀483-0001 
（内線546） 

母子相談 

社会福祉 
　　協議会 
薀482-1027

心配ごと相談 毎週木曜日 午前9時～正午 

毎月第4金曜日 
午前9時半～正午 

月～土曜日 
執務時間中 

教育相談室 教育相談室 
薀483-3755

人権協会 
薀485-1401

農業委員会事務局 
薀483-0001 
（内線551） 

教育相談 

月～土曜日の 
　午前９時～ 
　午後５時 
月～土曜日の 
　午前９時～ 
　午後５時 

月～金曜日の 
　午前10時～ 
　午後４時 

月～金曜日の 
午前10時～午後4時 
来所の場合は要予約 

農事相談 

進路支援（奨学金等）相談 

障害者等住宅改造相談 

毎月第2木曜日 
午後1時～4時 

人権ふれあい 
センター内 
人権協会 

人権協会 
薀485-1401

市役所別館2階 
消費生活センター 

　市役所・別館 
　消費生活センター 
　（要電話予約） 

市役所別館2階 
商工労働課 

消費者相談 

毎月第４木曜日 
午後1時半 
　～4時半 

月～金曜日の 
　午前9時～ 
　午後5時 

毎月第2・4 
金曜日 
午前10時～正午 

せんなん 
ピアセンター 
薀482-0114

月～金曜日 
執務時間中 

月～金曜日 
午後1時～4時 

市役所別館2階 
商工労働課 市民相談 

月～金曜日 
執務時間中 

人権ふれあいセンター内 
地域就労支援センター 

地域就労支援センター 
薀485-1401 
薀483-6447

税務課 
薀483-0001 
（内線239） 

ハローワーク情報 

労働相談 

税の相談 

相談名 と　き ところ 問合せ 相談名 と　き ところ 問合せ 

子ども相談 
（家庭児童相談） 

毎月第1・3月曜日 
午後2時～3時（整形外科医） 
毎月第2・4木曜日 
午後1時半～2時半（内科医） 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
センター 
薀485-0707

健康相談 

就労支援相談 

総合生活相談 

夜間納税相談 
毎月10日（土日祝 
日は翌執務日） 
午後５時45分 
　　　　～８時 

（カウンセリング） 

毎月第3水曜日 
午後1時～4時 

市役所 
市民相談室 

市の主な行事を 
いつでもお聞き 
いただけます 

テレフォンサービス 
薀 
482－4111

市役所別館2階 
商工労働課前 

毎月第3木曜日 
午後2時～4時 

関西国際空港情報：№79 高
齢
者
や
重
度
障
害
者
等

在
宅
配
食
サ
ー
ビ
ス

▼
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」
の
交
付

▼
「
特
定
疾
病
療
養
受
療
証
」
の
交
付

▼
問
合
せ
＝
生
活
福
祉
課
（
内
線
279
）

老
齢
基
礎
年
金
は
、
受
給
資
格
を
満

た
し
た
方
に
原
則
と
し
て
65
歳
か
ら
支

給
さ
れ
ま
す
が
、
希
望
す
れ
ば
60
歳
〜

64
歳
の
間
で
も
繰
り
上
げ
て
支
給
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
繰

上
げ
請
求
し
た
と
き
の
年
金
額
は
請
求

月
の
年
齢
に
よ
り
減
額
さ
れ
た
額
と
な

り
ま
す
。
付
加
年
金
が
あ
る
場
合
は
、

付
加
年
金
も
同
様
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

繰
上
げ
請
求
は
、
次
の
事
項
を
十
分

に
ご
理
解
い
た
だ
い
た
う
え
で
請
求
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
一
度
手
続
き
を
す
る
と
請
求
や
裁
定

の
取
り
消
し
は
で
き
ま
せ
ん

②
65
歳
に
達
し
て
も
年
金
額
は
引
き
上

げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
減
額
率
は
生

涯
変
わ
り
ま
せ
ん

③
請
求
後
、
障
害
の
状
態
に
該
当
す
る

よ
う
に
な
っ
て
も
、
障
害
基
礎
年
金
を

請
求
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

④
65
歳
に
な
る
ま
で
、
遺
族
厚
生
（
共

済
）
年
金
と
老
齢
基
礎
年
金
の
両
方
を

受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

⑤
寡
婦
年
金
の
請
求
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
す
で
に
寡
婦
年
金
を
受
け
て
い

る
方
に
つ
い
て
も
、
寡
婦
年
金
の
権
利

が
失
わ
れ
ま
す

⑥
国
民
年
金
に
任
意
加
入
で
き
ま
せ
ん

な
お
、
66
歳
以
降
、
繰
り
下
げ
て
請

求
す
れ
ば
、
請
求
月
の
年
齢
に
よ
り
増

額
し
た
年
金
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
具
体
的
な
減
額
率
、
増
額
率
に

つ
い
て
は
、
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
市
民
課
（
内
線
255
）

65
歳
以
上
の
認
知
症
高
齢
者
や
ね
た

き
り
高
齢
者
等
、
老
齢
に
よ
り
精
神
ま

た
は
身
体
に
障
害
の
あ
る
方
は
、
障
害

者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
場
合

８

障
害
者
手
帳
未
交
付
高
齢
者

の
障
害
者
控
除
制
度

老
齢
基
礎
年
金
の

繰
上
げ
請
求
は
よ
く
考
え
て

老
人
保
健
法
に
よ
る
医
療
費
の

減
額
制
度
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

交付対象 

原則、住民税非課税世帯に属す 
る老人保健医療受給者の方 

住民税非課税世帯に属し、かつ 
世帯員各人の収入額が一定額以 
下の老人保健医療受給者の方 

原則、住民税非課税世帯に属し 
かつ老齢福祉年金を受給してい 
る老人保健医療受給者の方 

同一医療機関において、 
同一月内の入院時医療費 
 
の一部負担金の上限 

食事代の自己負担額 

24,600円 

15,000円 

15,000円 

210円または160円 

100円 

100円 

いずれも発効は申請月の１日からとなりますので該当する方は、入院時に備え、交付を受けておくことをお勧めします 

（療養病床入院時は 
　130円） 

（療養病床入院時の 
　居住費負担なし） 

（健康保険適用分に限る） （１食当たり） 

交付対象 

医師より国の指定する 
特定疾病（人工腎臓を 
実施している慢性腎不 
全、血友病、後天性免 
疫不全症候群）により 
診療を受けている旨の 
意見書のある老人保健 
医療受給者の方 

同一医療機関におい 
て、同一月内の医療 
費（当該特定疾病に 
係る健康保険適用分 
に限る）の一部負担 
金の上限 

10,000円 

関空でクリスマスを楽しもう！
今年も関空ではクリスマス

イベント盛りだくさん！ター

ミナルビルや展望ホールで

は、クリスマスイルミネーシ

ョンも実施中。関空でクリス

マスをお楽しみください。

スノーパークin関空
なんと関空に雪原が登場！

すべり台やソリなどもご用意

しています。

▼とき＝12月23日豢午前11時

～午後４時

▼ところ＝エアロプラザ横

団体バス駐車場

サンタさんと子どもたちの
クリスマスパレード

幼稚園児とサンタさんのか

わいいパレードです。

▼とき＝12月23日豢午前11時

～正午　　

▼ところ＝ターミナル２階ス

タート

市民オーケストラ
コンサート

泉佐野市市民オーケストラ

によるコンサートを開催。

▼とき＝12月24日豸午後１時

～（1時間程度）

▼ところ＝エアロプラザ２階

水の広場

▼その他＝24日豸には、キャ

ラクターショーも予定

▼問合せ＝関西国際空港譁イ

ベントグループ薀455－2156 

広告掲載枠です。
内容については今月号広報せんなんをご覧ください。



市
役
所
の
業
務
は
、
年
末
は
12
月
29
日

貊
ま
で
、
年
始
は
１
月
５
日
貊
か
ら
で
す

が
、
休
み
の
期
間
中
で
も
出
産
、
婚
姻
、

死
亡
等
の
戸
籍
関
係
の
届
出
は
、
職
員
通

用
口
（
市
役
所
本
庁
舎
裏
側
）
に
て
受
付

し
ま
す
。
な
お
、
市
の
各
施
設
の
業
務
日

程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
あ
い
ぴ
あ
泉
南
の
浴
場
＝
１
月
10
日
貉

か
ら
利
用
で
き
ま
す

▼
問
合
せ
＝
人
事
課
（
内
線
275
）

年
末
は
多
量
の
ご
み
が
一
斉
に
清
掃
工

場
に
持
ち
込
ま
れ
、
大
変
混
雑
し
、
危
険

を
伴
う
上
、
長
時
間
待
た
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
一
般
の
ご
家
庭
か
ら
の
ご
み
の

持
ち
込
み
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
12

月
23
日
貍
（
祝
日
で
す
が
午
前
・
午
後
開

放
し
ま
す
）
ま
で
に
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ

い
。ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
泉
南
清
掃
事
務
組
合
薀
484
０

５
８
１

12
月
、
１
月
の
休
日
に
と
も
な
い
、
可

燃
ご
み
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
そ
の
他
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の
収
集
を
表
の
と

お
り
行
い
ま
す
。

収
集
日
程
カ
レ
ン
ダ
ー
を
必
ず
確
認
し

て
、
収
集
日
の
朝
午
前
８
時
半
ま
で
に
決

め
ら
れ
た
集
積
場
所
に
ご
み
を
分
別
し
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
可
燃
ご
み
週
１
回
（
木
・
金
曜
日
）
＝

布
団
、
毛
布
、
ぬ
い
ぐ
る
み
、
草
、
小
枝
、

じ
ゅ
う
た
ん
、
靴
類
、
布
類
、
ダ
ン
ボ
ー

ル
等
の
可
燃
ご
み
（
週
１
回
）
に
つ
い
て

は
、
年
末
は
月
・
木
曜
日
地
域
は
12
月
14

日
貅
ま
で
、
火
・
金
曜
日
地
域
は
12
月
15

日
貊
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
年
始
に

つ
い
て
は
、
平
成
19
年
１
月
11
日
貅
以
降

の
木
・
金
曜
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い

▼
電
話
申
込
み
に
よ
る
粗
大
ご
み
・
不
燃

ご
み
の
受
付
に
つ
い
て
＝
年
末
は
12
月
29

日
貊
ま
で
行
い
ま
す
。
年
始
は
平
成
19
年

１
月
９
日
貂
か
ら
行
い
ま
す
。
特
に
、
年

末
は
多
数
の
申
込
み
が
あ
り
ま
す
。
出
来

る
だ
け
早
め
に
申
込
み
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
年
内
の
申
込
み
で
あ
っ
て
も
申

込
み
が
多
数
の
場
合
は
、
年
始
平
成
19
年

１
月
９
日
貂
以
降
の
収
集
と
な
り
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い

▼
収
集
で
き
な
い
ご
み
類
＝
事
業
所
、
商

店
等
か
ら
出
さ
れ
る
事
業
系
ご
み
、
リ
フ

ォ
ー
ム
・
引
越
し
に
伴
う
ご
み
、
ま
た
は

倉
庫
、
納
屋
な
ど
の
片
付
け
で
出
さ
れ
る

臨
時
ご
み
に
つ
い
て
は
、
自
ら
の
責
任
に

お
い
て
運
搬
処
理
を
す
る
か
一
般
廃
棄
物

処
理
業
者
に
収
集
依
頼
を
し
て
く
だ
さ
い

▼
ご
み
収
集
に
つ
い
て
の
問
合
せ
＝
清
掃

課
薀
483
５
８
７
５

▼
粗
大
ご
み
・
不
燃
ご
み
の
申
込
み
＝
粗

大
ご
み
受
付
セ
ン
タ
ー
薀
483
１
１
３
２

11

　 　 　 　 　 珈 玳
珎 笘 笙 珥 珮 珞 璢
琅 筺 笄 珸 琲 琺 瑕
琿 筥 筴 瑁 瑜 瑩 瑰
瑣 箝 箘 瑾 璋 箜 箚
箋 笊 笆 笳 笘 笙 笞

12月１日～１月６日・薀4 8 4－2 6 2 7
□‥‥開館日 
●‥‥休館日 
※受付時間 
（午前9:15～午後7:00） 
※利用料金 
▽大　人　＝　500円 
▽高校生　＝　300円 
▽小・中学生＝200円 
▽高齢者　＝　250円 

　　　　　珈玳
珎縟笙珥珮珞璢
琅縵笄珸琲琺瑕
琿繝筴瑁瑜瑩筬
瑣繩箘瑾璋箜箚
箋笊笆笳笘珀珥

　　　　　珈玳
珎縟笙珥珮珞璢
琅縵笄珸琲琺瑕
琿繝筴瑁瑜瑩瑰
瑣箝箘瑾璋璞箚
箋笊笆笳笘珀珥

※体育館をご利用いただく場合は、 
　必ず、上ぐつをご持参ください 

12月１日～１月６日・薀4 8 2－1 0 0 0

　”健康＆体力づくり”の第一歩は、 
　　　　”温水プール”からはじめましょう！ 

※受付は、午前9時～午後5時、但し 
月曜日は正午まで（行事により早く 
閉館する場合があります） 

12月１日～１月６日・薀4 8 3－4 3 6 1

年
末
年
始
ご
み
の
収
集
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

年
末
の
ご
み
の
持
ち
込
み
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

年
末
年
始
の
市
役
所
の
業
務

を
お
知
ら
せ
し
ま
す

施設の名称 年末（まで） 年始（から） 電話番号 
市役所 
住民票等自動交付機 
保健センター 
青少年センター 
人権ふれあいセンター 
文化ホール 
古代史博物館 
市営火葬場 
あいぴあ泉南 
双子川浄水場 
清掃課 

12月29日貊 
12月29日貊 
12月29日貊 
12月29日貊 
12月29日貊 
12月29日貊 
12月27日貉 
12月31日豸 
12月22日貊 
12月30日貍午前中 
12月30日貍 

１月５日貊 
１月５日貊 
１月５日貊 
１月５日貊 
１月５日貊 
１月５日貊 
１月９日貂 
１月２日貂 
１月５日貊 
１月５日貊 
１月５日貊 

薀483－0001
薀483－0001
薀482－7615
薀484－3500
薀483－6447
薀482－7767
薀483－6789
薀483－0001
薀485－0707
薀483－2217
薀483－5875

年
　
　
末 

年
　
　
始 

12月25日豺 
12月26日貂 
12月27日貉 
12月28日貅 
12月29日貊 
12月30日貍 
１月５日貊 
１月６日貍 
１月７日豸 
１月８日豢 
１月９日貂 
１月10日貉 

休　日 
休　日 

と　き 

火・金曜日地域 

火・金曜日地域（通常） 
月・木曜日地域 

コース №５ 
コース №６ 
コース №７ 
コース №８ 

コース №３・№５ 
コース №４・№６ 

コース №１ 
コース №２ 火・金曜日地域 

月・木曜日地域 

可燃・粗大 ペットボトル・その他プラスチック 
月・木曜日地域（通常） 

火・金曜日地域 
月・木曜日地域 

火・金曜日地域 
月・木曜日地域 

火・金曜日地域（通常） 
月・木曜日地域（通常） １月11日貅 

１月12日貊 

さ
わ
や
か
バ
ス
（
泉
南
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
）
は
、
平
成
19
年
２
月
１
日
貅
か

ら
バ
ス
台
数
を
３
台
に
増
車
し
、
運
行
ル

ー
ト
の
変
更
や
運
行
便
数
も
増
便
し
て
運

行
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
広
報
せ

ん
な
ん
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
環
境
整
備
課
（
内
線
348
）

平
成
19
年
２
月
１
日
貅
以
降
の
運
賃
割
引

制
度
（
市
内
在
住
で
70
歳
以
上
の
方
お
よ

び
障
害
の
あ
る
方
は
申
請
に
よ
り
新
し
い

運
賃
割
引
証
を
発
行
し
ま
す
）

高
齢
者
割
引
制
度
お
よ
び
障
害
者
等
割

引
制
度
を
受
け
る
に
は
、
改
め
て
運
賃
割

引
証
申
請
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

▼
高
齢
者
割
引
制
度
＝
70
歳
以
上
の
方
は

50
円
と
な
り
ま
す

▼
障
害
者
等
割
引
制
度
＝
現
在
の
割
引
制

度
と
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん

運
賃
割
引
証
に
つ
い
て

▼
申
請
受
付
開
始
＝
12
月
１
日
貊
か
ら

（
た
だ
し
、
閉
庁
日
・
閉
館
日
を
除
く
）

▼
受
付
時
間
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▼
申
請
場
所
＝
環
境
整
備
課
お
よ
び
あ
い

ぴ
あ
泉
南

▼
必
要
書
類
＝
▽
高
齢
者
割
引
を
受
け
よ

う
と
す
る
方
は
年
齢
を
証
明
で
き
る
書
類

（
免
許
証
、
保
険
証
、
無
料
乗
車
証
、
半

額
乗
車
証
等
）
と
印
鑑

▽
障
害
者
等
手
帳
保
持
者
の
方
は
そ
の
手

帳
と
印
鑑

▼
運
賃
割
引
証
の
発
行
＝
平
成
19
年
１
月

12
日
貊
か
ら
順
次
、
環
境
整
備
課
お
よ
び

あ
い
ぴ
あ
泉
南
受
付
で
行
い
ま
す

▼
注
意
＝
現
在
、
発
行
し
て
い
る
無
料
乗

車
証
（
オ
レ
ン
ジ
色
）
並
び
に
半
額
乗
車

証
（
う
す
緑
色
）
は
平
成
19
年
２
月
１
日

以
降
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す

▼
問
合
せ
＝
環
境
整
備
課
（
内
線
348
）

年
末
・
年
始
に
あ
た
り
、
さ
わ
や
か
バ

ス
（
泉
南
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
）
の
運

行
を
休
止
し
ま
す
。
な
お
、
平
成
19
年
は

１
月
５
日
貊
か
ら
通
常
ど
お
り
運
行
し
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
運
行
休
止
期
間
＝
平
成
18
年
12
月
30
日

貍
〜
平
成
19
年
１
月
４
日
貅

▼
内
容
＝
全
便
の
運
行
を
休
止
し
ま
す

▼
問
合
せ
＝
南
海
ウ
ィ
ン
グ
バ
ス
南
部
譁

薀
467
０
６
０
１
ま
た
は
環
境
整
備
課
（
内

線
348
）

利
用
会
員
・
協
力
会
員
・
両
方
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
出
張
登
録
＝
12
月
８
日
貊
午
前
10
時
〜

11
時
半
、
ひ
だ
ま
り
出
前
保
育
（
青
少
年

セ
ン
タ
ー
）

▼
利
用
料
＝
700
円
〜
（
１
時
間
）

▼
そ
の
他
＝
▽
援
助
活
動
中
の
事
故
に
備

え
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ

ー
補
償
保
険
に
加
入
し
、
会
員
が
安
心
し

て
活
動
を
行
え
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す

（
保
険
料
は
泉
南
市
が
負
担
）
▽
登
録

料
・
年
会
費
は
無
料
で
、
登
録
は
随
時
セ

ン
タ
ー
（
一
丘
幼
稚
園
内
）
に
て
受
付
け

て
い
ま
す

▼
会
員
登
録
・
問
合
せ
＝
泉
南
市
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
「
ほ
っ
と

み
る
く
」（
一
丘
幼
稚
園
内
）
薀
483
９
６

６
５自

動
車
図
書
館
「
か
し
の
き
号
」
は
、

下
記
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
月
２
回
ず
つ
巡

回
し
て
い
ま
す
。
は
じ
め
て
本
を
借
り
ら

れ
る
方
は
、
住
所
の
確
認
で
き
る
も
の
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
お
ひ
と
り
８
冊
ま
で

本
を
借
り
て
い
た

だ
け
ま
す
。

な
お
気
象
条
件

等
に
よ
り
巡
回
を

中
止
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
図
書

館
薀
482
７
７
６
６
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鳴滝第２小学校 

楠台１号公園 

ファミール南大阪 

浜老人集会場  

青少年センター 

一丘団地 

八幡山自治会館 

関空マーブルコースト 

西信達公民館 

2:00～ 
2:45

2:00～ 
2:45

2:00～ 
2:45

3:15～ 
4:00

3:15～ 
4:00

3:10～ 
4:00

2:00～ 
2:30

2:00～ 
2:40

2:00～ 
2:45

3:00～ 
4:00

3:00～ 
3:45

3:00～ 
4:00
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縋  
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⑬  
⑬  
⑭  
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⑳  
⑳  
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　　　　　珈玳
珎笘珀珥珮珞璢
琅筺琥珸琲琺瑕
琿筥瑙瑁瑜瑩筬
瑣箝瑶瑾璋箜箚
箋笊笆笳笘珀珥砂川老人集会場 

ルナりんくう サンハイツ和泉砂川 

さ
わ
や
か
バ
ス
の
運
賃

割
引
制
度
を
変
更
し
ま
す

自
動
車
図
書
館
か
し
の
き
号

か
ら
の
お
知
ら
せ

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

平
成
19
年
２
月
１
日
か
ら

さ
わ
や
か
バ
ス
運
行
ル
ー
ト
が
変
更

年
末
年
始
さ
わ
や
か
バ
ス
の

運
休
の
お
知
ら
せ

■・●は土曜日の巡回です。そして、■は巡回時間が午前に変わります。



法
的
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す
る
の
に
ど
の

よ
う
な
方
法
が
あ
る
の
か
わ
か
ら
な
い
。

ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
よ
い
の
か
わ
か
ら
な

い
。
そ
ん
な
時
は
、
法
テ
ラ
ス
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
電
話
番
号
＝
法
テ
ラ
ス
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
（
一
般
相
談
）
薀
０
５
７
０
・
０
７
お

な

８
３
７
４

や

み

な

し

（
犯
罪
被
害
者
相
談
）
薀
０
５

７
０
・
０
７
９
７
１
４

な

く

こ

と

な

い

よ

▼
利
用
可
能
時
間
＝
平
日
午
前
９
時
〜
午

後
９
時
、
土
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
日
曜
、
祝
日
と
年
末
年
始
は
休
業
日
）

▼
問
合
せ
＝
法
テ
ラ
ス
大
阪
薀
０
５
０
・

３
３
８
３
・
５
４
２
５

12
月
は
固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
含

む
）
・
都
市
計
画
税
（
第
４
期
分
）
の
納

税
月
で
す
。
市
税
の
納
期
内
納
付
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
税
の
納
付
に
は
、
確
実
で
便
利
な
口

座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。手
続
き
は
、

通
帳
の
お
届
け
印
、
納
税
通
知
書
を
ご
持

参
の
上
、
市
税
口
座
振
替
申
込
書
に
必
要

事
項
を
ご
記
入
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、

お
取
引
金
融
機
関
（
納
付
書
の
記
載
を
参

照
）、
郵
便
局
の
窓
口
で
簡
単
に
手
続
き

が
で
き
ま
す
。
市
税
口
座
振
替
申
込
書
は

市
内
の
市
税
取
扱
い
金
融
機
関
、郵
便
局
、

市
役
所
税
務
課
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
税
務
課
（
内
線
235
・
236
）

大
阪
府
泉
南
府
税
事
務
所
で
は
、
12
月

を
「
税
収
確
保
重
点
月
間
」
と
し
、
電
話

や
臨
戸
に
よ
る
納
税
催
告
を
集
中
し
て
行

い
ま
す
。
ま
た
、
納
税
に
応
じ
な
い
滞
納

者
に
対
し
て
は
、
預
貯
金
や
給
料
、
自
動

車
の
差
押
え
を
行
う
な
ど
、
毅
然
と
対
応

し
ま
す
。
府
税
収
入
の
確
保
に
向
け
た
取

組
み
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
泉
南
府
税
事
務
所
薀
439
３
６

０
１個

人
事
業
者
の
方
は
、
平
成
16
年
分
の

課
税
売
上
が
１
千
万
円
を
超
え
た
場
合
に

つ
い
て
は
、
平
成
18
年
分
の
消
費
税
の
課

税
事
業
者
と
な
り
ま
す
。
課
税
事
業
者
に

該
当
さ
れ
る
方
は
、「
消
費
税
課
税
事
業

者
届
出
書
」
の
提
出
等
の
手
続
き
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

日
々
の
記
帳
や
書
類
の
保
存
が
必
要
で

す
。
例
え
ば
、
個
人
事
業
者
で
平
成
18
年

分
か
ら
課
税
事
業
者
に
該
当
し
、
本
年
中

に「
消
費
税
簡
易
課
税
制
度
選
択
届
出
書
」

を
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
帳
簿
と
請

求
書
等
の
保
存
が
な
い
と
、
必
要
経
費
の

た
め
に
支
払
っ
た
消
費
税
を
控
除
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

納
税
に
は
、
日
頃
か
ら
納
税
資
金
の
積

立
て
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
便
利
な

振
替
納
税
を
御
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
泉
佐
野
税
務
署
薀
462
３
４
７

１
平
成
18
年
度
の
税
制
改
正
に
よ
り
、
平

成
19
年
分
以
後
の
所
得
税
に
つ
い
て
、
定

率
減
税
の
制
度
が
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
に
伴
い
、
給
与
の
支
払
等
を
さ
れ

て
お
ら
れ
る
源
泉
徴
収
義
務
者
の
方
に
つ

い
て
、
平
成
19
年
１
月
よ
り
給
与
所
得
の

源
泉
徴
収
税
額
表
が
改
正
さ
れ
て
お
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
泉
佐
野
税
務
署
薀
462
３
４
７

１
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
（e-

T
ax

）
は
、
国
税
に
関
す
る
各
種
手
続
・

納
税
が
自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
か
ら
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
を
通
じ
て
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
、e-T

ax

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.e-tax.nta.go.jp

を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
泉
佐
野
税
務
署
薀
462
３
４
７

１

集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
改
定
や
行
財
政
改

革
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
市
民
の
幅
広

い
声
を
反
映
し
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
「
行
財
政

改
革
推
進
委
員
会
」
を
設
置
し
、
行
財
政

改
革
推
進
に
関
し
て
、
ご
意
見
ご
提
言
を

行
っ
て
い
た
だ
く
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格
＝
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

方
①
20
歳
以
上
（
平
成
19
年
１
月
１
日
現

在
）
の
市
民
（
国
・
地
方
公
共
団
体
の
議

員
、
職
員
を
除
く
）
②
泉
南
市
の
行
財
政

改
革
に
つ
い
て
関
心
が
あ
り
、
平
日
の
日

中
に
開
か
れ
る
会
議
に
出
席
で
き
る
方

▼
委
嘱
期
間
＝
委
員
委
嘱
日
か
ら
２
年
間

▼
募
集
人
員
＝
３
名
以
内

▼
選
考
・
通
知
＝
提
出
さ
れ
た
書
類
に
よ

り
選
考
し
、
応
募
者
全
員
に
結
果
を
通
知

（
応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
）

▼
応
募
・
問
合
せ
＝
12
月
１
日
貊
〜
18
日

豺
午
後
５
時
半
（
提
出
期
間
内
必
着
）
ま

で
に
持
参
、
郵
送
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
（
件

名
を
「
行
財
政
改
革
推
進
委
員
応
募
」
と

ご
記
入
く
だ
さ
い
）
で
住
所
、
氏
名
、
生

年
月
日
、
性
別
、
電
話
番
号
、
職
業
、
応

募
動
機
、「
泉
南
市
の
行
財
政
改
革
に
つ

い
て
」
の
考
え
（
意
見
・
提
案
な
ど
）
を

800
字
程
度
（
様
式
自
由
）
を
〒
５
９
０
・

０
５
９
２
（
住
所
不
要
）
泉
南
市
行
財
政

改
革
推
進
室
へ
（
内
線
303
／e

-m
a
il:

gyoukaku@
city.sennan.lg.jp

）

13

12
月
は
税
収
確
保

重
点
月
間
で
す

消
費
税
の
届
出
書
の

提
出
は
お
済
み
で
す
か

平
成
19
年
１
月
か
ら
源
泉

徴
収
税
額
表
が
変
わ
り
ま
す

国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム

（e-Tax

）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー

「
法
テ
ラ
ス
」
が
開
設

市
税
の
納
期
内
納
付
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を

「
泉
南
市
行
財
政
改
革

推
進
委
員
会
」
委
員
を
募
集

12

歳
末
は
、
金
融
機
関
を
は
じ
め
各
所

に
お
い
て
、
高
額
な
現
金
が
取
り
扱
わ

れ
ま
す
の
で
、
被
害
に
合
わ
な
い
よ
う

警
戒
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

★
ひ
っ
た
く
り
の
被
害
防
止

多
額
の
現
金
を
持
ち
歩
く
機
会
が
増

え
ま
す
の
で
、
そ
の
道
中
を
狙
っ
た
ひ

っ
た
く
り
に
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
自
転
車
の
前
カ
ゴ
に
は
、
ひ
っ
た
く

り
防
止
カ
バ
ー
を
つ
け
ま
し
ょ
う

・
カ
バ
ン
は
、
車
道
と
反
対
側
に
し
っ

か
り
と
持
ち
ま
し
ょ
う

★
車
上
ね
ら
い
の
被
害
防
止

・
駐
車
し
た
ら
必
ず
エ
ン
ジ
ン
キ
ー
を

抜
き
ド
ア
ロ
ッ
ク
を
し
ま
し
ょ
う

・
貴
重
品
（
財
布
、
バ
ッ
グ
等
）
は
車

内
に
お
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

・
警
報
器
や
そ
の
他
の
防
犯
器
材
を
取

り
付
け
ま
し
ょ
う

★
空
き
巣
等
の
被
害
防
止

・
短
時
間
の
留
守
で
も
し
っ
か
り
施
錠

を
し
ま
し
ょ
う

・
玄
関
や
窓
は
補
助
錠
で
ツ
ー
ロ
ッ
ク

し
ま
し
ょ
う

・
地
域
の
目
で
泥
棒
を
追
い
出
し
ま
し

ょ
う不

審
者
を
見
か
け
た
ら
、
110
番
も
し

く
は
泉
南
警
察
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
泉
南
警
察
署
薀
471
１
２
３

４

野
焼
き
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
発
生

原
因
と
も
な
る
だ
け
で
な
く
洗
濯
物
に

臭
い
が
つ
く
な
ど
周
辺
住
民
の
方
々
に

大
変
迷
惑
と
な
り
「
廃
棄
物
の
処
理
及

び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
で
原
則
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
次
の
場
合
は
例
外
的
に
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
。（
法
第
16
条
の
２
第
３

号
、
同
施
行
令
第
14
条
）

①
稲
わ
ら
、
畔
の
草
な
ど
の
焼
却
（
農

業
・
林
業
を
営
む
た
め
に
や
む
を
得
な

い
も
の
）

②
た
き
火
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー

（
日
常
生
活
を
営
む
上
で
通
常
行
わ
れ
る

軽
微
な
も
の
）

③
門
松
、
し
め
縄
等
を
燃
や
す
行
事

（
風
俗
習
慣
上
ま
た
は
、
宗
教
上
の
行
事

を
行
う
た
め
に
必
要
な
も
の
）

④
河
川
敷
の
草
焼
き
、
災
害
等
の
応
急

対
策
、
防
災
訓
練
（
公
共
団
体
が
行
う

施
設
管
理
や
災
害
の
予
防
、
応
急
対
策

に
必
要
な
も
の
）

た
だ
し
、
例
外
的
に
認
め
ら
れ
て
い

る
場
合
で
も
野
焼
き
は
必
要
最
小
限
に

と
ど
め
て
く
だ
さ
い
。
や
む
を
得
ず
行

う
場
合
は
、
風
向
き
や
強
さ
、
時
間

帯
・
周
辺
の
環
境
な
ど
に
十
分
配
慮
し

て
、
周
り
の
人
に
迷
惑
を
及
ぼ
さ
な
い

よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
環
境
整
備
課
（
内
線
358
）

（№70） 

寒さに負けない元気な子　砂川第二幼稚園 
砂川第二幼稚園は、昭和58年４月１日に開園し、23

年になります。泉南市北部新家楠台に所在し、高台に

ありますので、大変見晴らしが良いです。園舎は２階

建てで、２階からは大阪湾が一望でき、関西空港が目

前に見られます。

近年子どもたちは、家庭においては諸事情により戸

外遊びができにくい状況になっており、どうしても室

内での遊びが多くなってきております。従って幼稚園

における子どもたちの体力作りが必要です。冬期にお

ける幼稚園での取組みを紹介したいと思います。

笊耐寒登山

毎年１月下旬

に、泉南市市民の

里へ耐寒登山に参

ります。山の麓ま

でスクールバスで

送迎し、坂道を歩

きます。距離は約

700ｍですが、勾配がきつく子どもの足では大変なの

ですが、全員よく頑張ってくれています。頂上のグラ

ウンドでおやつ休憩をし、凧上げをして帰園するとい

う半日コースです。

笆縄跳び大会

冬のスポーツの１つとして“縄跳び”を取り入れて

います。１月～２月と練

習し、２月下旬に大

会を実施していま

す。手足のバラ

ンスが要求され

ますので、３

歳児はコツを

掴むのに一苦

労しますが、一

旦コツを掴めば、

跳ぶ回数は時間の

問題かと思います。

歳
末
警
戒
実
施
中

不
審
者
を
見
か
け
た
ら
110
番

野
焼
き
は
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
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平成18年度自治功労表彰受賞者
▽田所

たどころ

昇
のぼる

さん（元泉南市消防団団長）昭和39年から
泉南市消防団団員として消防団活動に献身的に尽力
平成18年度市民表彰受賞者
▼農林・水産・商工
▽辻野

つじの

常彦
つねひこ

さん（泉南市商工会）会長として産業や
市内商店の発展に尽力。ものづくり情報発掘事業の実
施、宅配制度の確立、一店逸品事業の実施等に貢献
▼青少年・女性・人権
▽岸

きし

美義
みよし

さん（泉南市人権啓発推進協議会）運営委
員・校区副委員長として、泉南市人権啓発推進協議会
の組織づくり、また、人権啓発活動に尽力
▽梅田

うめだ

幸夫
さちお

さん（泉南市人権啓発推進協議会）校区
委員長として、また現在は会長として、泉南市人権啓
発推進協議会の組織づくりおよび人権啓発活動に尽力
▽小川

おがわ

弘子
ひろこ

さん（泉南市人権啓発推進協議会）運営
委員・校区委員長・校区副委員長として、泉南市人権
啓発推進協議会の組織づくりや人権啓発活動に尽力
▽平野

ひらの

隆洋
たかひろ

さん（泉南市青少年指導員協議会）青少
年の非行防止および健全育成に寄与し、副会長として
組織運営にも尽力
▼文化・芸術・体育・国際交流
▽高石

たかいし

勝政
かつまさ

さん（泉南市文化協会）詩吟連盟発足当
初より中心的役割を果たされ、現在泉南市文化協会会
長として文化発展に尽力
▼福　祉
▽松下

まつした

男
たかお

さん（泉南市老人クラブ連合会）会長と
して組織運営、社会福祉の向上に尽力され、ねたきり
老人友愛訪問活動や知的障害者施設スポーツ交流会等
に活躍
▽貝田屋

かいたや

忠彦
ただひこ

さん（泉南市民生委員児童委員協議会）

生活困窮者の救済および生活指導等を行うとともに、
社会福祉事業への積極的な参加協力など泉南市民生委
員児童委員協議会の発展に尽力
▽金田

かなた

長子
ながこ

さん（泉南市民生委員児童委員協議会）
社会奉仕の精神をもって生活困窮者の救済および生活
指導等を行い社会福祉の向上に努める。また、副会長
および雄信達地区副委員長として組織の発展に尽力
▽則竹

のりたけ

勝
まさる

さん（泉南地区保護司会泉南支部）少年院
出所者の保護観察・就職等を指導。社会を明るくする
運動に伴う街頭啓発や研修会に積極的に参加協力
▽中谷

なかや

和子
かずこ

さん（泉南市食生活改善推進協議会）昭
和58年大阪府尾崎保健所管内食生活改善推進協議会で
食生活改善推進員として活動開始。市の「健康づくり
フェアー」では手作り教材やパネルなどを用いて指導
▽向井

むかい

良信
よしのぶ

さん（介護支援相談協力員協議会）在宅
介護支援センター設立当初から地域福祉の増進に尽力。
現在は地域包括支援センターの相談協力員として活躍
▼防犯・交通・環境
▽奥ノ

おくの

重一
しげいち

さん（泉南市防犯委員会）地域防犯活動
を行うとともに、安全運動期間や夏休み期間に防犯パ
トロ－ル、防犯広報・街頭啓発を実施

▽菊池
きくち

きぬ子
こ

さん（泉南市交通対策指導員会）
市民の交通安全を図り、交通事故発生の原因排除
のため指導。毎月15日、主要交差点において早朝
街頭指導を実施
▼自治推進
▽高浦

たかうら

宅一
たくいち

さん（泉南市区長連絡協議会）中小
路区の区長として、長年にわたり区をとりまとめ、
市民と行政を結ぶパイプ役として市政推進に貢献
▼善行者
▽三好

みよし

慧
さとし

さん（地区の環境美化）10数年にわた
り、新家八幡山地区の清掃活動を自主的に実施
▽西本

にしもと

國守
くにもり

さん（山道の環境美化）堀河ダム周
囲、高倉林道の草刈りや不法投棄の整理を10年近
くにわたり自主的に実施

11月7日、泉南市は地域社会の発展に貢献された方などへの市民表彰と自治功労表彰を行いました。今回表彰
された皆さんをご紹介します。（ ）内は主な参加組織／主な活動内容など。 ▼問合せ＝秘書課（内線302）

市民表彰受賞者

自治功労表彰受賞者

こ
の
調
査
は
、
平
成
18
年
12
月
31
日
現

在
で
、
我
が
国
の
製
造
業
の
姿
や
製
造
活

動
の
状
況
お
よ
び
中
小
企
業
の
経
営
活
動

の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
は
、
行
政
施
策
の
立
案
や
民

間
に
お
け
る
経
営
指
針
策
定
の
基
礎
資
料

と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
12
月

末
頃
か
ら
府
知
事
よ
り
任
命
さ
れ
た
調
査

員
が
、
調
査
票
の
記
入
の
お
願
い
に
訪
問

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
事
業
所
の

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
総
務
課
（
内
線
373
）

厚
生
労
働
省
で
は
、
医
療
関
係
者
の
就

業
状
況
を
把
握
し
、
医
療
・
公
衆
衛
生
行

政
の
基
礎
資
料
を
得
る
た
め
、
２
年
毎
に

調
査
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
が
そ
の
実
施

年
と
な
っ
て
い
ま
す
。
届
出
は
そ
れ
ぞ
れ

の
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
の

で
必
ず
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
届
出
を
し
て
い
た
だ
く
方
＝
笊
医
師
、

歯
科
医
師
、
薬
剤
師
の
免
許
を
所
有
さ
れ

て
い
る
方
笆
保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
、

准
看
護
師
、
歯
科
衛
生
士
、
歯
科
技
工
士

で
業
務
に
従
事
さ
れ
て
い
る
方

▼
届
出
先
＝
笊
最
寄
の
保
健
所
笆
主
な
従

事
先
を
管
轄
す
る
保
健
所

▼
届
出
内
容
＝
平
成
18
年
12
月
31
日
現
在

の
状
況

▼
届
出
＝
平
成
19
年
１
月
４
日
貅
〜
15
日

豺
ま
で
の
期
間
に
各
保
健
所
に
設
置
の
届

出
書
を
笊
ま
た
は
笆
へ

▼
問
合
せ
＝
最
寄
の
保
健
所
（
泉
佐
野
保

健
所
薀
464
９
６
８
８
）

泉
南
市
内
に
居
住
し
（
法
人
は
市
内
に

本
店
を
有
し
）、
市
内
で
事
業
を
営
み
、

次
の
融
資
の
利
用
者
で
、
事
前
に
利
用
融

資
を
商
工
労
働
課
に
登
録
さ
れ
て
い
る
事

業
者
に
、
利
子
の
一
部
を
補
給
し
ま
す
。

▼
対
象
融
資
＝
大
阪
府
制
度
融
資
の
う
ち

経
営
安
定
資
金
融
資
・
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

資
金
融
資
・
国
民
生
活
金
融
公
庫
融
資
の

う
ち
小
企
業
等
経
営
改
善
資
金
貸
付
を
平

成
16
年
１
月
２
日
以
降
に
受
け
た
融
資

▼
補
給
期
間
＝
大
阪
府
制
度
融
資
に
つ
い

て
は
、
返
済
期
間
中
。
国
民
生
活
金
融
公

庫
融
資
に
つ
い
て
は
、
平
成
16
年
１
月
２

日
〜
平
成
16
年
３
月
31
日
ま
で
の
実
行
分

お
よ
び
平
成
18
年
４
月
１
日
以
降
の
実
行

分
に
つ
い
て
は
、
実
行
日
か
ら
起
算
し
て

２
年
間
、
平
成
16
年
４
月
１
日
〜
平
成
18

年
３
月
31
日
ま
で
の
実
行
分
に
つ
い
て
は

５
年
間

▼
補
給
額
＝
当
初
借
入
金
の
う
ち
の
500
万

円
分
を
対
象
と
し
、
返
済
利
率
の
う
ち

１
％
相
当
利
息
額

▼
申
請
＝
平
成
18
年
１
月
〜
12
月
ま
で
に

返
済
し
た
利
子
に
つ
い
て
、
平
成
19
年
１

月
31
日
貉
ま
で
に
商
工
労
働
課
備
え
付
け

の
補
給
金
交
付
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添

付
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
（
な
お
、
重

複
し
て
融
資
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
う

ち
１
件
分
だ
け
が
対
象
と
な
り
ま
す
）

▼
問
合
せ
＝
商
工
労
働
課
（
内
線
583
）
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製
造
事
業
所
の
皆
様
へ

工
業
統
計
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す

中
小
企
業
向
け
融
資
利
子
の

利
子
補
給
申
請
を
受
付
し
ま
す

医
療
関
係
者
の
皆
様
へ

届
出
を
お
忘
れ
な
く

平成19年度泉南市入札参加

資格審査申請の受付
平成19年度の物品納入（役務提供含

む）、コンサルタント等、ビル管理等お

よび建設工事の入札等参加資格審査申

請の受付を行います。泉南市や市の関

係機関発注の業務を行うためには、こ

の手続きが必要となりますのでご注意

ください。

▼問合せ＝契約検査課（内線206・216）

平成19年２月１日貅～９日貊 

泉南市役所別館1階会議室 

午前9時半～午後4時（正午～午後1時、土・日曜日は除く）

市役所契約検査課で配布および泉南市ホーム 
ページ（http://www.city.sennan.osaka.jp/）
よりダウンロードしてください。 
配布・ホームページへの掲載予定はH19年1月15日豺 

泉南市ホームページ（http://www.city. 
sennan.osaka.jp/）よりダウンロードして 
ください。 
ホームページへの掲載予定はH19年1月15日豺 

2月14日貉～20日貂 

業種 　物品関係 
（役務提供含む） 

　測　　量 
コンサルタント 

ビル管理業 

更新申請が 
必要な業者 

受付期間 
及び時間 

市外 
業者 

市内 
業者 要領等 

の取得 

方　法 

受付場所 

・市内業者 
・昨年度申請していない市外業者 

市内・市外 
の全業者 

建設工事 
項目 

年間約13万件、月間１万件以上も市内外からご訪問いただい 
ているトップページはもちろん、 
サイト内のご希望のページに 
バナー広告を掲載します。 
▼料金 
▽トップページは、1か月間1万円 
▽その他のページは、１か月間8,000円 
（料金については、継続割引もあります） 
広告の規格や手続きなど詳細は、 
泉南市ウェブサイトをご覧のうえ、 
情報管理課（内線328）まで 
お問い合わせください。 
 

市内の産業振興をはかるため、 
広報せんなんでは 
毎月有料広告を掲載しています。 
商品やサービスなどに関する 
情報提供にご利用ください。 
毎月、広告代理店が 
市内事業者の方を対象に 
訪問していますので、 
ご相談ください。 
 
▼掲載等に関するお問い合わせ 

譁ジェイシーアイ 
　　薀06-6569-1616

泉南市ウェブサイト 
毎月約23,000部を各家庭に配布 月間アクセス数約10,000件 

広報せんなん 
市
の
広
報
媒
体
に 

広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か 



（2006.12） 
健診／予防接種名 日　時 対　象 内　容／その他 

成
人
保
健 

母
子
保
健 

予
防
接
種 

そ
の
他 

基本健康診査 
大腸がん検診 

子宮がん検診 

健康相談 
栄養相談 

3種混合予防接種 
（ジフテリア、破傷風 
　百日せき）　 

ニコニコうさぎ健診 

地域リハビリ教室 

ご自分の健康に関して疑問や不安がありましたら、いつでもお気軽に 
ご相談ください。ただし、医師への相談は電話での予約が必要です。 

4か月児健康診査／BCG予防接種 12月6日貉 1月10日貉 
平成18年7月生 
平成18年8月生 

身体計測、内科診察、個別相談、ブックスタート、ＢＣＧ予防 
接種（希望者）。対象の方には個別通知（時間指定）します。 

平成16年5月生 
12月21日貅 
午後0時45分～ 
1時45分 

第1期（3種混合）は、生後3か月～7歳6か月（できるだけ生後3歳まで）の間に計4回。 
▼初回接種＝生後3か月に達したら約4週間隔で3回 
▼追加接種＝初回接種の3回終了後1年～1年半の間に1回 
第2期（ジフテリア、破傷風）は、11歳以上13歳未満（小学6年生）の人に1回。 
携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具。 
※保健センターへお越しの際はコミュニティバスをご利用ください。 

12月1日貊、11日豺、 
18日豺、25日豺 
午後1時～ 

妊婦とその家族 
定員は15組 
（要予約） 

妊婦とその家族、生後4か 
月未満の乳児と保護者 

3歳6か月児健康診査 12月13日貉  午後0時半～1時10分 平成15年5月生 
身体計測、内科診察、歯科診察、個別相談など。 
対象の人には個別通知します。 

12月19日貂 
12月26日貂 
1月16日貂 
午後１時半 
～２時半 

リトルままサロン 12月22日貊 午後1時半～3時 
妊産婦同士の情報交換、赤ちゃんの身体計測、 
育児相談。 

歯科健診、フッ素塗布（希望者）、個別相談、ミニ講座等。 
予約不要。携行品は母子手帳、歯ブラシ、筆記用具、問診票、
コップ。対象の人には個別通知（時間指定）します。 

歯みがき教室 12月21日貅 
午後1時～1時20分 

平成16年4月生 
平成17年4月生 

ブラッシング指導。予約不要。携行品は、母子手帳、 
歯ブラシ、コップ、筆記用具、お茶。 
4日間で1コース。助産師講義、マタニティ体操、 
手作りおもちゃ、個別相談（保育、栄養、歯）、沐浴。 
なるべく5か月以降の安定期にご参加ください。 

乳児後期健診 病・医院の 
診察時間 満9か月～1歳未満 4か月健診時に受診票をお渡ししますので、かかりつけの病・医院 でお受けください。但し、1歳を超えますと自己負担となります。 

毎月第1～2金曜日 
午後1時～2時半 

毎月第1～4金曜日 
午後1時～2時半 

栄養士が個人のライフステージに応じた栄養に関す 
る相談に応じます。ただし、事前予約が必要です。 ▼40歳以上の市民 

▼40歳以上の市民 

▼東信達老人集会場 
　　第2木曜日 
　　午後2時から 
　　1時間半程度 

健康チェックと体操、レクリエーションを通して、
体力の維持や閉じこもりの防止をめざします。 
参加をご希望される方は、直接会場へお越しくだ 
さい。 

40歳以上で簡単な集団 
体操に参加でき、自力 
または家族の送迎で来 
場することができる方 

1歳6か月児健康診査 12月20日貉 午後０時半～１時半 平成17年5月生 
身体計測、内科診察、歯科診察（カリオスタット検査）、 
個別相談など。対象の人には個別通知（時間指定）します。

離乳食講習会 12月25日豺 
午後1時15分～3時10分 

離乳期の乳児の保護者 
定員20組（要予約） 

リトルまま教室の妊婦との交流。講義と実演。 
携行品は母子手帳、筆記用具。 

ぴよぴよサロン（育児相談） 12月22日貊 午後1時半～3時 乳幼児と保護者 育児相談、身体計測。お気軽にお越しください。 
お母さん同士の会話も楽しみましょう。 

ＢＣＧ予防接種 
12月6日貉 
1月10日貉 
午後2時～3時 

生後3か月～6か月未満の乳児。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具 
ツベルクリン反応検査はありません。 

行事実施日に大雨洪水・暴風警報が発令された場合、中止することがありますのでご了承ください。 

精神保健福祉相談 
医療相談 

献　血 

月～金午前9時～12時15 
分、午後1時～3時45分 

大阪府泉佐野保健所へ 
お問い合せください。 実施場所は大阪府泉佐野保健所　薀462-7701

大阪府下の当日と翌日の献血場所は 
薀0120-524-133でご案内しています。 
▼問合せ＝泉南市献血推進協議会 薀482-7615

12月7日貅  スカイシティーオークワ泉南店 
12月20日貉    イオンりんくう泉南ＳＣ 
午前10時～正午、午後1時～4時半 

 

安心して医療を受けられるようサポートしています。 
実施場所は大阪府泉佐野保健所　医療相談窓口　薀462-7701

Ｂ型・Ｃ型肝炎抗体検査 第3水曜日　午前9時半 ～10時半（要予約） 
事前予約が必要です。 
申込み・実施場所は大阪府泉佐野保健所　薀462-7701

リトルまま教室（両親教室） 

麻しん・風しん予防接種 
随時。市内指定医 
療機関へ直接申し 
込んでください。 

第1期は、生後12か月～2歳未満に1回。第2期は5歳～7歳未満で小学校に入る 
1年前から前日までに1回。 

（2歳6か月児歯科健康診査・親子教室） 

 

 

 

平成18年10月31日をもって、本年度の医療機関での検診は終了しました。 
なお、平成19年度（平成19年4月以降）については、4月に発行する年間行事予定表 
またはホームページ（http://www.city.sennan.osaka.jp/̃hokencenter/index.htm) 
にてご確認ください。 
▼問合せ　保健センター（薀482-7615） 
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▼
と
き
＝
12
月
14
日
貅
午
前
中

（
時
間
予
約
制
）

▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
＝
尿
検
査
・
血
液
検

査
・
医
師
診
察
等（
必
要
な
方
に

は
心
電
図
・
眼
底
検
査
）

▼
対
象
＝
40
歳
以
上
の
市
民

▼
定
員
＝
70
名（
申
込
順
）

▼
費
用
＝
１
千
円
（
生
活
保
護
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
に
は

無
料
券
を
発
行
し
ま
す
。
申
込

み
時
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
）

▼
携
行
品
＝
健
康
手
帳
（
お
持

ち
で
な
い
方
に
は
当
日
発
行
）・

介
護
保
険
証
・
健
康
度
評
価
の

た
め
の
質
問
票
（
65
歳
以
上
の

方
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
保
健
セ

ン
タ
ー
へ

丈
夫
な
歯
は
、
健
康
づ
く
り

の
第
一
歩
で
す
。
一
生
自
分
の

歯
で
食
事
出
来
る
よ
う
に
、
歯

の
健
康
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

▼
と
き
＝
12
月
14
日
貅
の
午
前

10
時
〜
11
時
半

▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
＝
40
歳
以
上
の
市
民

▼
定
員
＝
40
名（
先
着
順
）

▼
費
用
＝
無
料

▼
携
行
品
＝
健
康
手
帳（
お
持
ち

で
な
い
方
に
は
当
日
発
行
）

▼
そ
の
他
＝
予
約
不
要
。
受
付

時
間
内
に
お
越
し
く
だ
さ
い

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
＝
①
満
65
歳
以
上
の
市

民
の
方
②
満
60
歳
以
上
65
歳
未

満
の
市
民
の
方
で
、
心
臓
、
肝

臓
、
呼
吸
器
の
機
能
に
自
己
の

身
辺
の
日
常
生
活
活
動
が
極
度

に
制
限
さ
れ
る
程
度
の
障
害
を

有
す
る
方
お
よ
び
ヒ
ト
免
疫
不

全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
免
疫
の
機

能
に
日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不

可
能
な
程
度
の
障
害
を
有
す
る

方
（
身
体
障
害
者
手
帳
等
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
）

▼
実
施
期
間
＝
12
月
31
日
豸
ま

で▼
実
施
場
所
＝
市
内
の
実
施
医

療
機
関
（
事
前
予
約
が
必
要
）

▼
費
用
＝
自
己
負
担
１
千
円
。

た
だ
し
生
活
保
護
世
帯
、
市
民

税
非
課
税
世
帯
は
無
料
（
保
健

セ
ン
タ
ー
で
無
料
券
の
交
付
を

受
け
て
く
だ
さ
い
）

▼
携
行
品
＝
健
康
手
帳

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
　

泉
佐
野
保
健
所
で
は
中
学
校

卒
業
以
降
の
ひ
き
こ
も
り
の
問

題
を
抱
え
る
家
族
対
象
の
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
12
月
22
日
貊
午
後
２

時
か
ら

▼
と
こ
ろ
＝
泉
佐
野
保
健
所

▼
講
師
＝
近
畿
大
学
付
属
病
院

医
師
　
楠
部
く
す
べ

剛
史
た
け
し

さ
ん

▼
定
員
＝
40
名
（
電
話
予
約
申

込
順
）

▼
そ
の
他
＝
平
成
19
年
１
月
に

２
回
目
（
内
容
＝
問
題
を
抱
え

る
家
族
の
話
を
聞
く
）
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
泉
佐
野

保
健
所
地
域
保
健
課
（
薀
462
７

７
０
１
）

冬
は
血
液
が
不
足
し
ま
す
。

400
裨
献
血
へ
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
大
阪
府
薬
務
課

（
薀
06
・
６
９
４
１
・
０
３
５
１
）
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申
込
・
問
合
せ
＝
蕕
482
７
６
１
５

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
予
防
接
種
を
実
施

基
本
健
康
診
査
を
実
施

し
ま
す
〜
予
約
制

ひ
き
こ
も
り
問
題
に

関
す
る
講
座

歯
科
健
診
を
実
施

し
ま
す

「妊産婦が交通機関等を利用する際に身につけ、
周囲が妊産婦への配慮を示しやすくするもの」
「さらに、交通機関、職場、飲食店、その他の公
共機関等が、その取り組みや呼びかけ文を付し
てポスターなどとして掲示し、妊産婦に優しい

環境づくりを推進するもの」
を目的として、妊産婦さんに
役立ててもらえるよう、また
やさしい環境づくりの関心喚
起のために、普及されている
マークです。利用方法を守っ
ていただければ、自由にダウ
ンロードして使用することが出来ます。詳細は
こちらです。
http://www.mhlw.go.jp/2006/03/h0301-1.html

「マタニティマーク」ってご存知ですか？

12
月
は
「
大
阪
府
献

血
推
進
月
間
」
で
す

｢よせなべ会から

新生児人形の寄贈｣

ボランティア団体よせなべ会か
ら保健センターへ、多目的実習用
新生児人形が寄贈されましたの
で、向井泉南市長より感謝状が送
られました。



ケーブルテレビのチャン

ネル９では、泉州地域４市

３町の地域情報番組「わく

わく！りんくう」を映像と

文字番組で放送しています。

ただし、視聴するにはケ

ーブルテレビへの加入が必要です。また、視聴できな

い地域がありますのでご了承ください。

今年度から泉南市の「わくわく！りんくう」は１か

月間１番組となっています。

▼1回目＝9:00～11:20（泉南市は10:20～）

▼2回目＝14:00～16: 20（泉南市は15:20～）

▼3回目＝22:00～0:20（泉南市は23:20～）

▼ケーブルテレビへの加入に関する問合せ＝譁ジェイ

コム関西・りんくう局

薔0120－089－344

▼問合せ＝情報管理課（内線227）

わくわく！りんくう地域情報を放送中 

１２月１日貊 
　　～ 
１２月３１日豸 

泉南市の商工業の振興と 
発展を目的に開催されて 
いる商工祭でのイベント 
の数々をご紹介します。 

記録に挑戦！ 
アナゴ押し 
寿司100㍍ 
第18回 
泉南市商工祭 
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「私たちがきれいにした公園
汚さんといて欲しいな」

西信達中学校において西信達ふれあいフェスタが
開催され、そのステージ発表で大阪府のオリジナル
青色回転灯を装着した青パトの紹介が行われました。
西信達地区子ども安全推進協議会が、「子どもの安

全」のため、ボランティアで毎週水曜日の午後3時半
頃から校区をパトロールしています。うさぎの形を
した青色回転灯が子ども達にとって親しみが持てて
大変好評です。
泉南地区では、府オリジナル青色回転灯の第1号車

ということで、大阪府や泉南警察署からも職員がか
けつけ盛大に出発式が行われました。 （11月3日）

大阪府のオリジナル青色回転灯

パトロール第１号車がスタート

19

定期的に地域の清掃を行っている鳴滝幼稚園の園児たちが、今回は鳴滝第3公園の清掃を行いました。園児たち
は、ブカブカの軍手をはめて公園内のごみをかん・びんやペットボトル、燃えるごみなどに分別しながら収集し
ました。遠目にはきれいにみえる公園も近くで見るとお菓子の袋やたばこの吸い殻などがたくさんあり、15名の
園児が約1時間かけて集めたごみは、ごみ袋2つ分ほどになりました。これまでの活動で、「園児たちの清掃を目に
した市民の方が自主的に清掃を行ってくれたところや2度目に来た時は前回よりきれいになっている公園などもあ
り、地域の美化が継続されていることが嬉しい」と先生の1人は話していました。 （10月20日）

今
年
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
季
節
は
寒
さ
も

厳
し
く
、
ま
た
空
気
も
非
常
に

乾
燥
し
て
い
る
た
め
、
火
の
取

扱
い
に
は
十
分
な
注
意
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
暖
房
器
具
の
使

用
、
年
末
の
大
掃
除
な
ど
で
出

た
ご
み
を
燃
や
す
な
ど
し
て
、

普
段
よ
り
も
火
気
を
取
扱
う
機

会
が
増
え
る
た
め
、
不
注
意
に

よ
る
火
災
が
毎
年
多
く
発
生
し

て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
消
防
で
は

毎
年
こ
の
時
期
に
「
歳
末
特
別

警
戒
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
歳
末
特
別
警
戒
」
で
は
、

防
火
を
呼
び
か
け
る
立
て
看
板

や
旗
の
設
置
、
消
防
署
お
よ
び

東
出
張
所
の
車
両
に
よ
る
広
報

パ
ト
ロ
ー
ル
で
市
民
の
み
な
さ

ん
の
火
災
予
防
思
想
の
高
揚
を

図
る
と
と
も
に
、
主
に
た
め
池

を
利
用
し
た
揚
放
水
訓
練
、
出

動
態
勢
の
機
敏
性
を
養
う
た
め

の
臨
時
呼
集
を
実
施
し
、
有
事

に
備
え
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆

様
も
火
の
元
の
取
扱
い
に
は
十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
石
油
ス
ト
ー
ブ
は
正
し
く
使

い
ま
し
ょ
う

盧
火
を
つ
け
た
ま
ま
の
移
動
、

給
油
を
し
な
い

盪
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
に
燃
え
や

す
い
も
の
を
近
づ
け
な
い

蘯
火
を
つ
け
た
ま
ま
で
外
出
を

し
た
り
、
就
寝
し
な
い

盻
洗
濯
物
な
ど
を
乾
か
さ
な
い

眈
近
く
に
ス
プ
レ
ー
缶
を
置
か

な
い

眇
燃
料
を
確
か
め
て
使
う

眄
十
分
な
換
気
を
お
こ
な
う

●
放
火
さ
れ
な
い
環
境
づ
く
り

に
努
め
ま
し
ょ
う

盧
家
の
ま
わ
り
に
は
、
燃
え
や

す
い
も
の
を
置
か
な
い

盪
共
用
の
廊
下
、
階
段
に
燃
え

や
す
い
も
の
を
置
か
な
い

蘯
ご
み
出
し
は
、
収
集
日
に

盻
物
置
や
倉
庫
な
ど
に
は
鍵
を

か
け
る

眈
家
の
周
り
を
明
る
く
す
る

泉
南
市
消
防
本
部
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
はh

ttp
://

w
w
w
.city.sennan.osaka.jp/̃

sensyou/

一
度
ア
ク
セ
ス
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

火
の
元
に
ご
注
意
を
邇
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「いっしょにつくろう昔のおもちゃ」が青少年
センターで市内の小学生とその保護者を対象に開
催されました。みずなすの会のメンバー4名を講師
に参加者たちは竹を使ったウグイス笛と竹鉄砲つ
くりに挑戦しました。約2時間の内容でしたが、講
師の方の親切で優しい指導のおかげで、子どもた
ちは慣れない手つきながらも、全員時間内に作品
を完成させ、ウグイス笛の音色と竹鉄砲の威力を
十分に楽しんだ様子でした。
参加者の皆さんは、「笛がきれいな音が鳴るよう

に作れてうれしかった」（小学生）や「出来上がり
では子どもだけでなく私も楽しむことができまし
た」（保護者）といった感想を寄せてくれました。

（10月21日）

竹だけを材料に色々なおもちゃ
第18回目を迎えた泉南市商工祭がりんくうタウ

ンの南部ポンプ場横で行われ、たくさんの人で賑
わいました。
今回は、ギネスに挑戦と称して100メートルのあ

なごの押し寿司作りを企画。120㎏の米と1,500匹
のあなごが用意され、約600人の親子連れらが押し
寿司作りにチャレンジしました。また、寿司をつ
くる木枠の制作には、7日間かけて商工会青年部の
メンバーが自ら制作すると言う気合いの入れよう。
この他にも、マーブルビーチの大理石を利用し

た「たから探し大会」や「ふわふわ風船」など子
ども達が楽しめるイベントが用意され、訪れた人
達は秋晴れの1日を満喫していました。なお、当日
の模様については、ケーブルテレビ「わくわく！
りんくう」（19ページ参照）で放映します。ぜひご
らんください。 （10月29日）

押し寿司の長さは100㍍
商工祭りに約17,000人
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３～７万年前

市域を含む泉南地域は化石の

産地として有名ですが、ナウマ

ンゾウの化石が見つかるのは深

い海の底。紀淡海峡で操業する

漁船が底引き網でナウマンゾウ

の化石を引き上げることがある

そうです。写真の左側は奥歯

（臼歯）で、右側は後ろ足の太も

もの骨（大腿骨）です。

今回の持ち主は、化石が好き

な小学生です。この化石は、30

年ほど前に持ち主の祖父が知人

の漁師から譲り受け、家に持ち

帰ったうちのひとつ。「袋いっぱ

いの化石にびっくりした」と当

時高校生だった持ち主の父は記

憶していますが、その後は実家

に保管したままでした。

この化石が日の目を見たのは

今年のこと。持ち主が博物館で

化石のイベントに参加したのが

きっかけでした。持ち主の父が、

実家にあるナウマンゾウの化石

を思い出し、「化石ならうちにも

あるよ」ともちかけ、父は息子

にこの化石を譲りました。

ホンモノの化石をもらった持

ち主は大喜び。これがきっかけ

でナウマンゾウや化石のことを

熱心に調べ始めたそうです。親

子で博物館へ出かけることも多

くなり、化石がきっかけで親子

のふれあう機会もふえたとのこ

とです。

ちなみに専門家によると、紀

淡海峡産のナウマンゾウの化石

としてはいずれも大きく貴重な

資料とのこと。補修をボランテ

ィアで買って出たほどです。

泉南市に関係し、所有者が大切に思い、活用したいと強く思うものであれば「せんなんのたからもの」。

教育委員会ではみなさんがお持ちの「せんなんのたからもの」を募集しています。

▼応募・問合せ＝古代史博物館薀483-6789
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